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どんな図形の面禾責も

早く キモト・プラニは、任意

正確にの白色図形を黒い台紙の上

簡単に繁二圭鑪里堂鰭美
学的に円筒軸方向に走査しますと、白い図

形部分のみが反射光となって光竃管に受光

されます。その図形走査時間を、エレクト

ロニク・カウンターで累領することによっ

て、図形の而祇を平方センチメートルで表

示する高精度のデジタル而種測定機です。

キモト・う°ラニは、機構部、独立|司期電源

部および、カウンター部分よりなっており

ます。

本機は地図、地質調査、土木、建築、農業

土地利用、森林調査等各部門に広く活用で

きます。
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手帳’969年版
☆予約受付開始☆

林業

定価170円会員に限り140円

〆切10月末

1969年版はご要望に基づき下記の通り装頑。内容とも装いをかえて使いやすく

いたしました

○付録内容世界および日本の各種林業統○日記欄書きやすく使いやすくいた
計，土壌，造林，保談，木材加工，林産，航しました。7曜表，予定表（ご要望により

測，機械，気象，諸官庁，学校，民間団体一1967版の通り）旧暦，日出・日入時刻，民

臆，国定国立公園，宿泊所一覧，主要都市電俗行事等併記

話局番等，日常事務，生活に必要な資料を追○装丁ポケット型，表紙はデラク

加して一層内容の充実をはかりました。一ル使用，見返えしに特殊工夫，鉛筆付

東京都千代田区六番町7鞭日本林業技術協会振替東京60448番
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第15回林業写真
コンクール佳作

「流木」

中村隆夫
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里山開発への期待

鑿
高桑東作

〔秋田県林務部長〕

慶長7年(1602)，佐竹藩主義宣が秋田入りした当時，秋田の山林は手入の届かない原生

林がほとんどであったが，義宣は藩の財源をこの豊富な天然資源の利用にもとめ，植林と

開発のバランスを「国の宝は山なり，しかれども，きりつくすときは用に立たず，尽きざ

る以前に備えを立つべし，山の衰えはすなわち国の衰えなり」と説いて，これが歴代藩公

の林業振興政策の礎となり，今日まで名代の秋田スギとして世に貢献してきたものといわ

れる。そして大正初期において約2千万nl3にも及んだその蓄積は「林業秋田」の名をほ

しいままにした次第であるが，現在これが440万m3に減少し，学術参考林，保護林，母

樹林等として100万In3を残すこととなればあと7年で，秋田スギは永遠に市場からその姿

を消すことになる。まさに，うたた寂蓼に耐えぬものであるが，時あたかも経済成長の波

がこの裏東北地域にも目を象はるテンポで押し寄せて来る現実を見れば，もはや回想にふ

けっておセンチになっているわけには参らない。素材生産量200万nl3余，北海道に次い

で全国第2位と称しながらも，県内の木材需給バランスは夙に破れて自給率85影を示し，

今後さらに増大する需要量を想定すれば，昭和60年ごろのそれはさらに67影程度と下落す

ることが予想されている。

41年，225千m3,42年321千m3,43年490千m3(見込）と嫌応なしに急増する外材

に対処して，目下男鹿半島のつけ根，船川に木材コンビナートが造成されつつあり，従来

の秋田スギ工場の主なるものが2年後にはここで新体制の操業を開始することになる予定

であるが，これはあくまで，国内材の生産基雛が確立されるまでのリリーフ的役割として

期待されるべきものであり，最も急がれなくてはならぬ当面の課題は，県内民有林の資源

充実対策である。

去る5月19日，田沢湖畔にて全国植樹祭が盛会裡に行なわれ，十勝震災に禍されて両陛

下のご出席は仰げなかったが,秋田における今後の林業振興に一大契機を画させる意味に

おいては誠に効果的であった。しかし，一次より二次元の転換が多大に期待されている東

北の産業計画のなかで，ただでさえ人口の就業構造が年を追って不利に落ちこんで行く林

業の前途は，まことに嶮しいものを予見せざるを得ないが，里山の多くを占める民有林で

あれば，新技術の導入はまだまだその余地を残しているように考える次第である。
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この成熟度のちがいは何によって生じたものであろう

か，地質や雨量などの自然条件のほか，それは流送の便

が良かったとか昔から消費地に近かったとかの過去の歴

史に支えられていて，さらに先覚者の果たした指導的役

割も地域によっては無視することができない。せまい日

本の国の小部分にすぎない関東山地の中ですらも，地域

により成熟度がこまかくわかれていることはおどろくほ

かない。まことに峠をこえるたびに山相があらたまるの

である。それではその地域の林業の成熟度を直感的でな

く理論的数値的にとらえること，そしてこれによりその

地域の林業成熟度を分類判別することはできないものだ

ろうか，このためには判別の尺度（指標）をいろいろと

考えて，それが直感や経験から判別される成熟度とどの今
くらい一致するものかをしらべればよいだろう。成熟度一

には前に述べたごとく蓄積成熟度と流通成熟度がある

が，ここでば蓄積成熟度の指標をいくつか考えて，それ

が有効かどうかを検討して象よう。

2．蓄積成熟度の指標

その地域の蓄積成熟度とはその地域の林木欝積の質的

量的な充実の程度をあらわすものと言える。ここでは町

村（資料が得られるなら旧村）を単位としてその地域の

蓄穣成熟度をなんらかの指標であらわしたいと考え，関

東山地の1蛾也域で調査を行ない，いろいろな指標を考え

てその有効性をしらべてゑた。

1）人工林率民有林人工林率を各地域別にとり，

100～70％をA級，69～40％をB級，39～0％をC級と

分類し,A級地域を成熟した先進林業地,B級を中進な

いし新興林業地,C級を未成熟な後進林業地と考えた。

（この先進，後進の区分は関東山地について仮に行なっ

たもので，全国的に適用できる基準ではない）この級別

はこれから述べる諸指標の基本になるものであるが，こ～

れをさらに細分する指標がないだろうか，人工林率が70－

％以上の地域でも伐期に達した林分が多数存在する70％

と,10年未満の林分ばかりの70%とでは成熟度からゑて

当然異なるものと解すべきである。

2）林業賃労働者密度1960年世界艇林業センサス

を使用して，その地域の針葉樹面積1,000ha当たりの林

業賃労者密度を算出したもので，その地域の用材林面稜

（資料の制約上針葉樹面穣で代用した）に対応して林業

賃労者が存在すると考え，その地域の林業が成熟すれば

施業の集約度も高まり賃労者も増加するだろうという見
地からとりあげてゑたのである。

3）造林再拡比各地域の補助造林面積5カ年合計

を再拡別に求め，拡大造林面積÷再造林面積を算出した
もので，林業が成熟するほど再造林が多くなり再拡比は

林業の成熟度と

森林施業

柳 次郎

〔林試・経営部〕

1．林業の成熟度

林業の成熟度とは聞きなれない言葉であるが，林業の

成熟とはその地域の人工林化がすす拳，次いで林木蓄積

が充実し，それにともなって技術的経験も深められ，木

材流通ルートも整備され，いわゆる有名林業地になって

ゆく過程をさし，成熟度とはこの成熟のすすふ具合を示

す目盛（指標）であるとぷてよい。むずかしい議論は別

にしても，われわれが山村にゆくと直感的にこの成熟度

のちがいを感ずるものである。有名林業地として名のと

おった村に足をふ承入れて象よう。はじめに眼にとまる

のは谷から尾根にかけて黒凌とひろがるスギやヒノキの

大造林地である。町に続く村道には小丸太，中丸太はて

は角材までも満載したトラックがいそがしく往復する。

道の脇には製材鋸のけたたましい音，山道に入ると丸太

が架線をつたわってゆっくりとおりてくるのが見え，そ

のさきでは伐倒された丸太が積まれ，伐跡地では早くも

スギ苗が風にそよぎ下刈り鎌かきらめく。伐期近くなっ

た林にはいると高く‘そろえて枝打してあるありさまはな

んともすがすがしい。だが，この姿は峠を越えると一変

する。夏はそれほど目立たないが，冬には寒左と枯れ上

がった雑木林がつらなり，造林地は若く，しかも人家の

近くだけに承とめられぬにすぎない。･峠から見下すと白

い村道には人影もまばらで，たとえそこに伐期に近い林

があるとしても，その下枝は枯れたままに残り幹の形も

悪く，下草は茂るにまかせて手入の跡も見当たらぬ。そ

こでは製材所もなく伐採の姿もまれである。

その地域の成熟度を見分けるものは，ひとつは山の姿

（森林蓄蔽）であり，他のひとつにほ木材の流れ（木材

流通）があることは以上のべたごとく現地を見れば直感

的にわかる。森林蓄積がなければ木材流通もおこらない

が，森林諮職があったとしても若い林ばかりではまだ木

材流通は未熟である。
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縮小することになる。ただし資料の不備から一部の地域a)甲型波の山があらわれず，漸次下降してゆくも

では再拡比の計算ができなかった。の

4）蓄稜型民有人工林齢級配置を地域森林計画かb)乙型やや上昇して波の山があらわれ次いで下降

ら面稜単位に各地域別にしらべ，0～10年生のa林分，に転じ緩下降するもの

11～30年生のb林分，31年生以上のc林分と区分して各c)丙型あらわれる波の山の傾斜が急で波の昇降が

林分の占める影を地域ごとに算出する。この各林分の占激しいもの

める％を柱状グラフにとり，その形状を象れぱ中高型す実際に出てくる波の山は1つとは限らぬが，波をなら

なわちb林分優越型,a.b林分優越型'a林分優越型して模型的に考えてゆくことにしよう。これら蓄積型や

と大別できる。これらをおのおのI型Ⅱ型Ⅲ型と呼ぶこ造林椎移型を各地域別に作製したものが第1図，第2図

とにすれば，その地域の林業成熟度がすすむにつれてそである。

の地域の蓄祇型はⅢ型からⅡ型へ，そしてI型へと変化それでは1)～5)にあげた指標は果たしてその地域の蓄

してゆくであろう。（これ以外の蓄積型もあるが成熟度讃成熟度をあらわしうるだろうか，このために第1表を

－指標としての価値は乏しいであろう）。つくってみた。この表は各地域を直感や経験や評判とい
5）造林推移型昭和35年以降毎年の補助金造林面った，いわゆる世間の常識を参考にして成熟度の高い順

積を35年の面積を100として指数化し，時系列グラフににならべている。次いで前述の各指標をその地域ごとに

示してその波型特性を模型的にあらわしたものである。横に書きそえてゆく。できあがった表についておのおの

波型の代表的なタイプとしては次のことが考えられる。指標を縦に読んでみて，ある指標の変わり方が一定の傾

箒‐↑図ZO､'o年生の人工称画請□'掴‘年生｡人工赫薗識自動橇崔以上の人工林薗猿
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第1表 言える。この地域は人工林率からみれば中進的な地域に

すぎないが，実際は青梅林業地の末端に位置して林業的

にかなり成熟しており，人工林率の低いのは造林のおく

れた部分を合併したからで，人エ林率以外の指標を見る

と他の級地域のそれとは異質であることが表から象とめ

られる。

（各指標の中で造林推移型は成熟度判定能力に疑問があ

るこれは測定期間が短いためではなかろうか）

このようにして成熟度の判定は人エ林率を基本にしな

がらその上に種なの指標を加味して総合判断することに

より正しく判定することができよう。表の右端にある総

合蓄穣成熟度はこれらの総合判断による分類である。こ

れは人工材率により大きくA,B,Cと区分した上，さ~
らにA,Bを成熟度によりAa,Ab,Ba,Bbと細区分一

したものである。

上述のことは成熟度を総合的に判断するための試案で

あり，このほかにも良い指標があるかも知れないので，

さらにより良い成熟度判定指標を求めて検討中である。

第2図

一
－－一一

騨嫡"聯"緬繊“
民有林

地域名人工林
‘率

ﾍ/1,000ha
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Ⅱ？
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Ⅲ乙下

I1甲

？丙

Ⅲ丙

晋野

五日市

名栗

鬼石

千与原

奥多摩

上吉田

楠原

都留

万場

中里

上野原

煤ガ谷

上野

Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

“
“
“
鋤
馳
恥
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｂ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ

1，23

089

2.02

2.38

2‘23

2．44

3‘44

5．83

1

i､72

(注）地域は林業の見地から均衝な地域でありかつ統計資料の得

られる範鵬がのぞましいので，旧村蝋位が良いが，資料上
やむなく新町村を単位としたところもある

向をもっていればその指標はその地域の成熟度を判別し

うるであろう。第1表を見て結論をのべるならば，人工

林率だけで成熟度を判定することは避本的には正しい

が，これだけでは細かい判定はできず，さらに正確に成

熟度を判定するには林業賃労者密度以下の指標も加味し

なければならないと思われる。

たとえば，人工林率A級のなかでも名栗までの3地域

グループと残りの2地域グループでは現地をみれば成熟

度がちがうことがわかるが，この相述は人工林率だけか

らはわからない。しかし賃労者密度，再拡比，蓄積型を

象れぱ，これら両グループは区別できる。

人工林率B級に属する奥多艤についても同様のことが
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各地域を林業成熟度別に分類し類型化する場合，この

ような各指標の総合化による判別手法が有効ではないか

と考えられる。

3．林業成熟度と森林施業

ここで話を変えて，合理的な森林施業（森林の取扱い
●●●●

方）とは何かと言う事を考えて象たい○それはまわりの
･●

環境や条件にあわせて森林施業をおこなうことであり’

この環境や条件の中には自然的環境はもちろんのこと’
●●、●

歴史的社会的環境もふくまれる。林業成熟度もまわりの
●●

環境の一部分であるから林業成熟度を考慮して森林施業

をおこなうこともまた，合理的な行動と考えられる。

それならば，林業に熱意ある森林所有者は自分の属す

る地域の成熟度を考慮して森林施業を行なっているのだ

ろうか，これを知るために関東山地に居住する林業に熱

心な森林所有者を16人調査してその行なっている森林施

業をしらべ，さらにその森林所有者が居住する地域の林

業成熟度をとり，成熟度と森林所有者の森林施業を対比

してその間になんらかの関連した傾向を見出すことにつ

とめた。その結果は第2表に示すとおりである。なお林

業成熟度としては前述の総合蓄積成熟度を用いた。

第2表をぶると総合蓄積成熟度が低下するにつれて枝

打回数，枝打高，下刈回数そしてha当たり労働投入量

が低下する傾向にある。換言すれば森林施業の集約度が

低下する傾向にある。現在の植付本数に関しては成熟度

による地域差を認め難いが，以前の植付本数では，成熟

第2表

度の低い地域では200本程度の疎植例が多いようである。

例がすぐないため確定的なことは言えぬが，その地域

の成熟度と森林施業は熱心な森林所有者であれば関連が

詮とめられるのではないだろうか。そして熱心な森林所

有者の行なう森林施業は概して合理的なものと推察され

るので合理的な森林施業は地域の成熟度に対応する一面

をもつと考えてもあやまりではあるまい。

4．地域にあわせた森林施業の検討

森林施業と林業成熟度はなぜ対応し相関連するのだろ

うか,ha当たり労働投入量のなかで大きなウエイトを占

めるものは下刈りと枝打ちである。下刈りは単なる成長

促進策の象でなく，林をそろえて材質を高める効果もあ

る。枝打ちは無節材の生産が目的であるから，これらの

技術は材質向上技術としての役割を果たす。すなわち，

成熟度が高い地域ではより良い材の生産をめざして施業

が集約化する傾向にあるといえる。これは成熟度の高い

地域では良い材が材質相応に良い価格で取引されるのに

反し，成熟度の低い地域ではその地域の材償の評価が一

定せず，たとえ良い材をつくっても実際の材質以下に評

価されることが多いからである。それゆえに先進林業地

で行なわれる森林施業をどこでも無批判にとりいれるべ

きではあるまい。

金原明善先生は天竜林業をつくりあげた日本林業の偉

人であるが森林施業家としても卓越した見識をもってい

た。金原先生は天竜で林業をはじめる前，当時の林業先

進地たる吉野に赴き林業技術を学んだと伝えられるが，

天竜地域に吉野式の密植（と言っても7,500本/ha植で

あったが）を展開したのは明治19,20年の両年にすぎ

ず，明治21年から3,000本/ha植に切り換えてしまった

という。金原先生とその林業技術陣は．‘金原流に従い経

済に合うように粗大に施業する”ことを施業方針とした

のである。これはなぜだろうか，それは吉野と天竜では

成熟度がまったくちがい，吉野ではすでに山林の蓄積も

あり，密植しても間伐材の販売に困らなかったが，当時

の天竜は用材林の蓄積に乏しく，とにかくわるい材でも

いいから蓄積を早くつくる必要があり，加えて販売先の

東京の需要は板割の尺板が主であったから，多小材質が

低下しても費用をかけずに早く太い木をつくること，疎

植短伐期をとることを利としたのである。このあたりの

事情は明治33年7月7日の大日本山林会総会の席上で金

原技術陣に属する鈴木信一氏と松野平九郎氏が詳細に説

明している。

森林施業はその地域の自然的社会的条件に適合したも

のでなければならないので，成熟度の高い先進地の施業

（9ページにつづく）
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われわれは，今回の参議院選挙速報のテレビ放送でま

ざまざとコンピューターによる情報革命を茶の間で実感

し,たが，一方，いかにコンピューターといえども予測は

ある幅の中でしかなしえないこと，これからのより一層

の情報の集溌によりその幅はやがてさらに縮められよう

がそこには機械の限界という壁があることをも考えさせ

られたものである。まして人間の心情や動向，進展する

科学技術，変ぼうする制度やシステムなど計量しがたい

要素の多い社会経済について長期にわたる予測を行なう

ことはむずかしく，この意味でも予測の限界やあやまり

があり，過剰な期待や過信はつつしむべきものと思われ

る。しかしながら現代科学の成果とて生まれた未来学の

活用を有効に行なうことはわれわれの責務とさえ思われ

る。さまざまな条件設定のもとに望ましい姿を想定して

の長期展望はそれなりに大きな興味をそそる。

人類待望の100m,10秒の壁がさきほどアメリカの黒

人3選手によって同時にやぶられたが，これからはこの

10秒の壁は容易にやぶられるという。壁でなくなったと

いう人間の心理作用一未来への信念；予測一が一番

大きな理由であると書いた新聞記事を思いだす。

特に現代国家が将来の望ましい経済社会なり人間像の

姿を計鼠的に描きながら，そこへのアプローチのあり方

を示し，そこへの政策を展開し，必要な時点時点での所

要の配慮なり修正を試承ようとする意慾を示すことは，

当然のことではあるが，一方知らず知らずのうちにこの

ような未来が国民の1人1人の行動を規定したり影響を

与えるといった効果をももたらし，政策遂行上一層有益

であるといえよう。

ともかく経済学の発達とコンピューターによる情報革

命が未来学を開発し，長期展望花ざかりとなったが，後

手後手と振りまわされてきた観のある今までのわが国の

行政に光を投ずる意味でそれなりに高く評価したい。

高密度経済社会と水，森林

武居忠雄
〔科学技術庁・資源調査所〕 一

このところわが国でもさま

長期展望は花ざかりざまな長期展望が発表される
ようになり，まさに花ざかりの観がある。林雄二郎氏を

中心とした経済企画庁グループの『20年後の豊かな日本

へのピジ画ン』，国民生活審議会の『将来の国民生活像

-20年後のピジョンー』，建設省の『国土建設の長期構

想』，経済審議会の『経済審議会地域部会報告一高密度

経済社会への地域課題一｣，日本経済研究センターの

『1985年の日本経済』等をかなりの数にのぼっている。

世界各国でも数多くの長期展望が作られており，未来研

究が盛んであるという。

このように世界的に未来研究あるいは長期展望が行な

われるようになった理由として日本経済研究センター理

事長大来佐武郎氏は，次の5つをあげている。

1）経済や社会など人間の行為に関連した分野につい

ても次第に知識が集積されて未来を考える手掛りがふ

えてきたこと。

2）人間社会の富の水準が高まり現在および将来の経

済力をどのように使うべきかという選択に直面するよ

うになり，“未来の設計”が必要になってきたこと。

3）交通通信手段の発達，ますます大規模化する国際

的交流の進展によって1国の将来は，世界全体の将来

と密接に結びついておりこのため世界的視野から将来

に対する冷静な見積と判断が必要になってきたこと。

4）企業の経営および投資の大規模化にともない民間

企業よりの要請が高まってきたこと。

5）コンピューターの発達によって過去に想像Qつか

なかったような大量の情報を処理することが可能にな

り，未来予測の正確度を高める可能性が開けたこと。

1

（
）

変ぼうする産業構造と都市化現在発表されてい

現象一高密度社会の出現一る長期展望は，国も

しくはこれに準ずるものが大部であるが，いずれもほぼ

20年後の昭和60年（1985年）の日本の姿を予測してい

る。長期展望といった場合の期間は20年位が最も適当で

あることにもよると思われるが，同時に戦後20年の現時

点を中心としてのこれからの20年は比較対照するのに理

解が得やすいこと，さらには20年後の国民の1人当たり

の所得が現在のアメリカの水準に達することが予測さ

れ，これまた理解が容易であることなどからこの時点が

選ばれているものと思われる。

1
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表は，前述の長期展望の主なものについて作製にあたある。もちろん，この間には欧米各国とも経済成長を続

っての基本的な考え方，主要指標（フレーム)-frameけるであろうから彼我の差は存在するにしても20年後に

は組承立てたもの（骨組承，骨格）とか枠の意一一などは少なくとも西欧の所得水準にほぼ等しくなるものと考

を示したものである。えられている。

これら長期展望の基調は，いずれも今後20年のわが国当然このことを実現するためには，わが国経済のパイ

経済は，西欧諸国に象られるような完全雇用，労働力不タリティに富んだ発展が前提となっており，このため経

足経済の道をたどりながら技術開発，人的能力の開発を済の国際化に対応する産業幟造の高度化が推進されるも

基礎とした高い経済成長を維持し，福祉の向上を実現すのとする。そこで必然的に規模の利益の大きい重化学エ

る過程にあるとしている。業部門における生産規模のｦ|繩的増大がはかられるが，
写

人口は，厚生省人口研究所の推計結果をほとんどが採一方，農業従事者は,20年後には現在の半分内外に減少

用しているが，昭和60年には現在のほぼ1.2倍の1億し一次産業就労人口の全産業に占める割合は10影内外と
ロ

2,000万人となることが見込まれ，老齢化が進むとともなり現在のアメリカ並みとなることが予測されている。

に世帯の細分化が続き現庄の1世帯4.1人が3.2人に低わが国の面績はアメリカのカリフォルニア州の面積に

下すると予想されている。さらに経済成長にささえられすぎず，しかも平池訂職は4分の1にも達していない。

て昭和40年に25万円(694ドル）であった1人当たり国すでに平地面績当たりの総生産額は世界第1であり，人

民所得は，名目でおよそ10年後は54万円(1,500ドル),口密度もきわめて高い。およそ20年後の国民総生産は，

20年後には90万円（2,500ドル）に到達するとしている。100兆円をこえると考えられ，このことは世界でもまれ

昭和38年現在でアメリカは2,506ドル，イギリス1,260な高密度経済社会を形成することを意味するという。
ドル，フランス;1,263ドル，西ドイツ1,299ドルであっ 特に人口は，産業樅置の高度化を背景として都市部へ

たからこのことは，およそ10年後には現在の西欧水準，の集積をさらに促進し，市部人口は現在の68％からおよ

20年後にはアメリカ水準に達することを意味するわけでそ80％となり，巨大都市の出現，大平洋ベルト地帯等へ

長期展望主要指標の対比
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発表機関

発表年月

華本的考え方

価絡

将来の国民生活像
-20年後のビジョンー

国民生活審議会（答申）
■

昭和41年11月

生活尊重に視点を合わせ望
ましい生活の内容とその実
現のための基本的政策を示
している。

昭和40年価格

1985年の日本経済

日本経済研究センター

昭和42年7月

日本経済の予測を企業とい
う観点から行なっている。
企業の環境として重要な意
味をもつであろう項目を重
点的にとりあげている。

昭和35年価格

高密度経済社会への
地域課題

経済審議会地域部会(報告）

昭和42年11月
－

経済の高度成長，重化学工
業化により激動する地域経
済社会の発展のゆくえを見
究めて，望ましい社会を実
現するための地域政策の基
本的方向を示している。

昭和35年価格

総合開
（案）

国土総合開発審議会

昭和43年4月

国土の総合的な開発の
基本的方向を示してい
る。

昭和40年価格

昭40年’1,500ドル 2,500ドル 昭40 昭50



の人口集中化がはかられる。この間にあって農村地域は

人口の流出と相まって農村集落の集約，再編成が行なわ

れる。

このようにこれからの20年間は，いまだわれわれが経

験したこともない社会，経済の椎造改革と高度化がはか

られるであろうことを長期展望は示唆している。

％，その他地中の地下水(0.625%),大気中の水蒸気

（0.001％）とほぼ一定割合で存在するという。

わが国土に降る年降水量は比較的多く平均1,600mm

一一水逓にして6,000億t,河川流出瞳5,300IKt-

を雨，雪などの形でもたらしている。しかし，1つの台

風のもたらす水量はだいたい250億tほどもあり，降雨

域周辺では慈雨となっても中心部ではかえって災害を起

こすような豪雨となる。わが国の場合このような台風あ

るいは梅雨期の雨や雪が年間降水量の大半を左右してい

ることより降水の状態は地域的にも量的にも変動が大き

い。また中央にけわしい背染山脈が連なる細長い島国で

あることから雨雪の水源地帯よりの流出時間は非常に短

く，数府県にまたがる大河川においてさえ降雨の流出は

数日で海に達するありさまで，各河川の流出壁や流況は

降水や融雪の年間変動の地域性をきわめて忠実に反映し

ており，一般に最大流量と最小流量の比が大きく安定性

に欠けている。

ところで現在，水力の利用とか水運等を除いた一般的

な河川水依存の消費的水需要は年間500億nl3程度とされ

ており，年間利用率は9％とまだ低位にあり，前述のこ

れからの水儒要の増大に対処するため地域的に問題はあ

るにせよ資源的には十分開発は可能であると考えられ

る。なお，首藤氏らは，河川依存率の現況70％弱は昭和

60年に約80%に高まるものとし，前述の新規需要増加分

は現在の無効放流91影を7％減少させればよいと説明し

ている｡

しかしながら，現在の水需要に対してさえ公共水域の

水質汚濁，地下水の過剰揚水に伴う地盤沈下など産業公

害が各所にみられるのでこれらをとり除くとともに今後

のこれら地域の特に急増する水需要を適正に確保するこ

となどをあわせ思うとき栩当困難な事態も予想される。

今後新たに予測される水需要の増大に対しては，当然

水資源の新規開発が必要であるが，このためには艇業水

利等既存水利との調整，水系間の相互融通，海水の淡水

化，水利用の合理化等制度的，技術的問題に対して本格

的に取りくむ必要がある。さらに水賓源の高度利用のた

めの貯水池あるいは調整池の建設，湖水の有効利用のた

めの一部締め切りによる貯水池機能向上などの諸施設の

設置，河口の維持，塩水の瀕上防止のための防潮水門等

を設けるなど職種的な開発をはかるとともに水使用節減

のための技術開発も一層押し進めなければならない。

これらの水資源開発は，社会資本投資としてそれぞれ

の地域経済の長期展望をふまえ，十分な科学的調査iこ基

づき後手に回ることのないよう先行的に行なわれること

が何にもまして要請されることはいうまでもない。

急増する水需要と1台の自動車ができあがるまで

水資源問題には少なくとも11万′あまりの水

が使われるという。材料の鋼材に76,000′，組み立てに

38,000′，プラスチックやガラス繊維などの部品製造に

数千′の水が使われ，さらに燃料としてのガソリンは精

製過程でその60倍の水が必要とされている。このような．

水の消饗は，日常生活に絶対に欠くことのできないもの

ばかりでなく，日常の生活を便利で快適にする食物，衣

類をはじめあらゆるものに必要で，水はすべての産業の

基本的資材であり，産業の血液としての役割りを演じで

いる。水は，水力発電や蒸気機関の貴重なエネルギー源

であるとともに工場の冷却水ともなり，また化学製品，

酒，清冷飲料，医薬品など教えきれないほど多くの原材

料でもある。水がこれほど広い分野で人類に役立つのは

水がもっている物質として特異ともいうべき化学的，物

理的性質によるものであることはいうまでもない。

水が人間の生活に欠くことのできないことにより人口

の増加とともに需要は当然高まるが，生活水準の向上，

都市化の促進，産業の高度化により一層増大する。

昭和60年におけるエ業用水の需要は，工業生産増大に

よる単位出荷額当たり用水消費料の低下を見込んでも40

年の1日当たり4,900万nl3に対し約3.5倍に達するとゑ

られている。また一方大笥硫ほど1人1日当たりの水使

用通は①給水普及率の向上②工業の発達③公共用，消火

用の増大④文化水準の向上などから大きくなるといわれ

ており，特に家庭用水は世帯数の増加，遊気洗瀧機の使

用増，水洗便所の増加，モータリゼーションの広範な進

展により著しく増加することが予測される。建設省の首

藤和正氏らの試算によれば河川依存の新規需要増は昭和

60年で370億m3/年（これは利根川，木曽川，淀川の流

水合計に匹敵する）で，このうち31015m3/年は都市用

水の増であると推計している。

ところで水は，地球の創生期よりこの方太陽の巨大な

幅射エネルギーにより自然現象として永遠に一定不変な

ものとして循環を繰り返えしてきており，地球上のその

総蛍は約13億3,600万km3というばく大な量と推定され

ている。このような水は大洋（97.2影)，氷山，氷河に

全体の99.35影，地表の湖，内海，河川にわずかに0.017

《
）

。

《
）
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1

増大してきた森林のもつこのような水資源の開

公益的機能向上の要請発は，資源賦存の実態か

らみて現在の財力と科学技術をもってすれば財政的，物

理的に十分可能といえようが，それぞれの目的に応じた

水質と水璽がいかに安く得られるかということ，必要と

されるこれら建造物がいかに有効に長く使用にたえうる

かということ－一水の価格に結局は，はねかえるであろ

うが－の方がむしろ問題の核心のように思われる。

一元わが国は気象的に水資源に恵まれている反面，

台風，梅雨時の集中豪雨などによる洪水被害に常におび

やかされている。特に河川流域での都市化現象は，国富

や財貨の大部が洪水被害をこうむりやすい地域に集中す

ることを意味し，今後一度このような地域が洪水被害を

受けるようなことにでもなれば損害は従来の数10倍にも

なるであろうことが予想される。洪水による被害の態様

はさまざまであるが，山崩れやこれによる土石流あるい

は鉄砲水,堤防欠かいによる出水等一連の連鎖反応が大

事を引き起こすといえよう。わが国土の実に67％という

面秋のひろがりをもつ山地の大部は森林におおわれ各河

川の主要な水源地帯を形成しているが，森林の取り扱い

よるしきをえて山地からの土砂流出，崩壊を最小限度に

止める場合とそうでない場合とでは洪水被害の態様がま

ったく異なることは明らかであり，このような森林のも

つ国土保全機能の向上確保こそ高密度経済社会が最も要

請するものといえよう。森林がこのような機能をもつこ

とは，とりもなおさず森林の土壌が雨水をよく漫透し，

水源かん秘機能を発揮することであり，これにより，洪

水時には多少とも地表流下を減少させ，洪水の緩和にも

役立つものである。このように良好に保たれた森林は，

水源のかん饗と災害の防止という利水と治水の両面の公

（5ページからつづく）

を未成熟の地域に未7剛このまま持込んでもなかなかうま

くゆくものではなかろう。．この点，先進林業地に学んで

しかも自己の地域に適した施業を展開した金原先生にわ

れわれも学ぶべきであろう。（これを単なる現状是認と

理解してはならぬ，金原先生以前の天竜林業はさらに疎

植疎放であったと伝えられる）

話をもうすこしひろげてみる。現在，各国が研究開発

中の熱帯造林技術に関しても同じような問題がおこって

いる。熱帯庇陰樹法という天然更新技術は英国が長い間

東南アジアで研究してつくりあげた施業技術であるが，

これを熱帯アフリカに導入したところ，どうもうまくゆ

かぬようである。おなじような熱帯でどうしてうまくゆ

かないかというと，この技術が研究されたアジア地域で

益的機能をそなえている。このほか森林の近代的公益効

果ともいうべきものに森林の観光的資源としての価値が

ある。これは年食_上昇の一途をたどっているが，所得水

準の上昇，労働時間の短縮などによる余暇時間の増大，

機械文明の発達，都市化の促進などから今後ますます重

視され，山岳，湖沼，海岸などの自然空間の主役として

登場してきており，この機能への期待は一層大き・くなる

ことは明らかである。これらをふまえてか経済審議会地

域部会報告は，その「地域発展の方向」において機能を

特化する地域として都市，農山漁村地域，自然保全地域

の3つに区分しているが，いわばわれわれのいう林業地

帯とも称すべき地域を一括して自然保全地域とし，ここ

においてはレクリエーション・エリアとしての自然保謹

と治山治水の国土保全をもっぱらとすべきであることを

述べている。

これからのわが国のような特異な条件下におかれ為高

密度経済社会にあっては，国土の67％を占める森林（山

地）に期待するものは，国土保全機能であり，水資源開

発の一環としての水源かん養機能であり，快適なレクリ

エーション・エリアであるといっても過言でなく，経済

行為としての林業はこれらに支障のない範囲内での第二

義的なものとして位置づけすべきものと思われる。土地

利用高度化のための業としての林業は地域経済振興メニ

ューの主要項目として地域経済問題として認識すべきも

のと思われるがいかがなものだろうか。

森林のもつ多目的な効用の総合的な調整を科学的に計

量化し，地域，地形，気象，土壌別に機能を特化し，そ

れぞれに適応した森林の取り扱いをなすべき時代がすで

にきているように思われる。このような技術体系の開発

を強く望むものである。

は，その地域の木材市場が各種の樹種の販売を可能にす

るほどすすんでいて，陽樹の天然更新が可能になるほど

集約な伐採経営ができた。これに反してアフリカ地域で

は地方木材市場が存在せず，輸出用の優良大径木以外は

伐採してもひきあわない。販売できなければ伐採しない

のはどこの国でも同じことで，このために天然更新に十

分なほどの伐採ができないのである。森林施業というも

のは自然条件が同じならばどこでも同じく通用するもの

と考えるのはあやまりであることをこの例も教えている

のである。もとより森林施業は成熟度の象を考慮すれば

足りるというのではなく，その他多くの条件を考えて実

行せねばならぬが，成熟度に関する配慮をまったく欠い

て施業することは，すくなくとも合理的とは言えないと

思われる。

－9－
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一般に水源かん養に関しては，同協会のいうごとく，認

識がきわめて薄いのである。このことはまた見方を変え

ると都水源林だけの問題でなく，わが国248万haの水源

かん穂保安林ひいては国土保全という見地からは，わが．

国の森林地帯の取り扱いに関する根本問題なのである。

水源かん養機能の理論的な面は，森林理水学，水文学な

どに述べられているのでその方面に譲り，ここでは水源

かん難林の経営の問題をとりあげ，そしてわれわれ林業

技術者は行政を担当する前に，技術者として何をなすべ

きかを考えたい。

水源かん養林の

経営について

1．水源かん養とは

水源林を管理する意義は，森林によって河川の流璽変

動をなるべく少なくして，水を使いやすい状態にし，同

時に土砂流出量を少なくして水質の浄化を図ることだろ

う。これは換言すれば，常時謬透しやすい土壌を保ち，

蒸発散などの消失水量を少なくして，降ってきた雨水を

できるだけ土壌謬透によって，河川に流出させることだ

ろう。しかし水源をかん難する以上なるべく多くの水を

変動少なく流出させることが必要である。わが国の森林

地帯からの流出率は，その流域面積によって異なるが，

苑～弧といわれている。したがって総降雨量が6,600億

トンといわれていることから，蒸発散などで消失する量

は，約2,200～1,600億トンに達する。これを左右する因

子は，地形，地質，雨の降り方のほか,森林の樹種,林齢

別の立木密度が関係しており，年降雨量の大小は，ほと

んど関係していないようである。元来森林の蒸散量は，

水源かん養上負の機能であるにもかかわらず，それを少

なくする方法は考えられていない。水源地帯の森林をど

のような樹種，立木本数に仕立てていったらよいかは，

今後の課題であろう。次に水源かん獲林の経営について

都水源林の場合の例をあげて説明しよう。

島嘉寿雄

〔東京都水道局水源林事務所〕

《
）
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昨年の今ごろ，財団法人日本自然保護協会から一つの

意見譜が都の水源林事務所を初め各方面に配布された。

その内容は，“天然林の伐採は水源かん雑上好ましくな

いから,全域を禁伐にして自然にかえしてはどうカギ'とい

う趣旨であったがその表現法は不見識きわまる述べ方で

あること，ひどい伐採をして土砂が多く流出しているな

どその内容が事実と異なり，実体をあまりにも把握しな

いでこのような意見を述べられることは誤解を招く恐れ

があるとして当局は次のような見解を述べ関係方面に配

布したのである。すなわち．‘東京市は，明治の末より荒

廃地に造林を実行するために，山梨県その他から林地を

買収してまで水源かん養に努めてきたこと，水源かん養

上は，天然林にすべきか，人エ林にすべきかが問題では

なく，降雨の謬透しやすい森林を育成し，これを管理経

営して行くことが必要であること，しかしながら秩父多

摩国立公園地域にあることから，全面獄の弛を風致上禁

伐区域として保護していること，更新を要する区域は，

細心の注意を払い，かつ必要な経饗を投資して管理して

いること，地元住民とも密蒲した林業を営んでいること

などすべて理想的な経営をしている''点を強調したもの

であった。自然を保護しなければならないことは，だれ

しも同感であるが，このような問題は日本の至る所で起

きており，その根本は，自然公園法と国立公園行政にお

ける私有財産の制限方法に欠点があるにもかかわらず，

行為者のみに責任を帰している点であって，社会情勢や

現実の経営を考慮に入れない発言としか思われない。特

に都の水源林は，森林法，自然公園法の制限より厳しい

制限を自らもうけて経営しており，自然のまま保護され

ている面積率は，他の森林所有者に比ぺてはるかに大き

ひ

q

一

2．水源林の経営現状

東京都は水道原水の一部として多摩川上流の表流水年

間4～5億トンを西多摩郡羽村町で取水している。取水

点上流の面積は，約48,000haであって，林野率95%,

都水道局の所管する面積は，約22,000haである。この

うち約％は，山梨県下で都有林として管理されている。

小河内ダム地点での年間降水量，流出量，消失量等は第

1表の通りであって流出率は約67％となっている。

1）森林経営の経過

林地買収の初期である明治末期より大正末期にかけて

は，年間500haの更新を計画し，約10年間に無立木地

唖

－10－



第1表小河内ダム上流水文関係表 山工事は降雨の特性と山腹崩壊地，荒廃溪流の大きさに

よってどこに施工すべきか，そしてこれらの事業を円滑

に進めるのにどれだけの林道開設が必要なのかという点

にしぼられる。保護地として選んだ区域は，国立公園上

価値が高い地域と，林道沿いの土砂流出を防備する区域

であって，禁伐とするとともに一部鳥獣保設特別地区の

指定もうけている。

i)施業地の取り扱い

この地域は，全面積の％を占め，その約苑は，人工林

として取り扱う区域である。残りは択伐区域であるが，

過去の択伐跡地の更新が思わしくないので大部分中止し

ている。人工林として取り扱う区域は，保続生産と老齢

木の整理を主とした更新計画に基づいて，約4,900haの

人エ林は約30年間にⅧ齢級以上の林分を更新し,約1,500

haの天然林は今後40年間に漸減させながら人工林に転

換することとしている。伐期齢も森林法でいう標準伐期

齢より10～20|年高い。どこを更新するかを決定するため

に，水源地を55の小流域に分け，その流域ごとに5年生

以下の幼齢林面積と，その流域面瀧との比をとり，その

比が一定比率以下になるように更新力所を分散させて

いる。1伐区面積は10ha以下（森林法施行令に基づく

規定では20ha以下）であって，伐区の連続は20ha以

下としている。

一定比率とは，今後30年間で更新するとすれば，年間
●●

には3.3％を更新するが，5年生までは林地がうっ閉し

ないので皆伐跡地と同様と象なし，3．3×5＝16.5を一定

比率としている。毎年伐跡地を含んでこの比率を流域ご

とに計算して，この比率の少ない流域から更新力所を決

定してゆく。この方法で年間約220haの更新面職を約50

カ所に分散させて，伐採完了後2年以内に造林してい

る。昭和41年度よりの10カ年経営計画では，年平均更新

面積223ha(年伐採壁36,000ma)であって，昭和42年度

の立木伐採量32,000m3に対してその立木収入は,1億

6千万円であり，造林作業饗に約6千5百万円，歩道そ

の他の管理作業費に約2千万円を要している。

ii)治山・林道

先に述べた水源林管内の55の小流域について，林況，

崩壊地面積，荒廃溪流延長を定期に調査し，土砂流出量

の多い流域に治山エ事を実施している。本来ならば伐採

面積による流量の変化を調査しながらさきの一定比率を

決定すべきであるが，その施設に大きな饗用を要し，現

段階ではその必要性までは認められないので，土砂流出

量を森林面積，除地面積，崩壊地面職より推算しながら

施エカ所を決定している。総体的に土砂流出量の多い地

域は，山梨県丹波山村泉水谷流域と，塩山市一ノ瀬高橋

一
消
失
率
一

lmm1万m‘|万､‘|万､‘|mmlmm1％|％
1,6001546

936461

1，038530

839519

8514021

765437

1，093563

1，313574

935505

1，041504

今

丑

(注）1

2

ダム上流面積を262.88km2として算出した

年降水鐘は，4点（落合，丹波山，小菅，小河内）の
算術平均である

総流入量（流出量）は，ダムへの流入逓で放流鯉と貯

水難より算出した

流出高は，総流入量を面積262.88km2で除した値であ
る

流出率は，総降水量で消失愛を除した値である
消失串は，総降水量で消失量を除した値である
単位以下四捨五入

●

3

‘I

５
６
７

3,700haの更新を実施したが，荒廃地とはいえ大面積の

更新は水源かん穂上好ましくないことから，昭和12年ご

ろまでは,年間約70haの更新に縮少し,さらに第二次大

戦までは，択伐，間伐のみを実施している。戦争中に軍

需用材の伐採を行なったため，林地が荒廃したことは事

実のようであって，昭和22年にはこの復旧を図るため，

第4次の経営計画が樹立されている。その後昭和26年の

森林法の改正とともに，奥地林の開発が林業施策として

打ち出されたが，更新方法を規制するならば，林道を開

設すること，林種腫換を実施することは，水源かん誰林

を経営する立場からむしろ必要であるという観点より，

昭和31年には第5次経営計画として，粗悪天然林，林道

から近い地味肥沃な天然林は成長量の多い人エ林に切り

かえることとしたのである。

2）経営の問題点

水源林の経営は，以上のように成長の悪い森林を，経

済的にかつ確実に更新しうる成長率の高い人工林に!i騒換

してきたのである。問題はまずどの地区を保全上また国

立公園その他の必要性に応じて保護地とすべきか，次に

更新すべき所はどのような方法で更新するのか，また治

＝

■

L
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の放流量8,500万m3は12,500万nl3と推算され，森林の

保水機能によって洪水時の流量ピークが大きくカットさ

れていることがわかる。

2）土砂流出量

昭和36年12月，東京都と山梨県は，小河内ダム上流に

ついて鉱区禁止地域指定の申請を総理府土地調整委員会

に行なったが，その資料でダム上流の年間土砂流出量を

推定している｡紙面の都合で詳細は省略するが,推定方法

の根拠は，昭和28年にこの流域で森林保全の調査として

農工大伏谷教授の行なった地質，地種別の土砂流出量

と，田畑よりの土砂流出量を基としている。ha当たり年

間の土砂流出艇を，古生層地帯の林地で1.0m3,崩壊地

で120m3,田畑その他で10maとし，花崗岩地帯の林地

で1.5m3,崩壊地360m3,田畑その他で15m3として，

それぞれの面積を乗じた合計は,72,000m3であった。

一方水道局は，小河内ダムによって築造された奥多摩

湖に堆穣する土砂を，昭和34年度より毎年49の同湖を横

断する測線について，音波による河床断面測定を行なっ．

ているが，同41年までの測定結果は第2表の通りであ，

る。年度別に象ると，堆砂量は降雨と大きな相関があ

り，林地より流出する土砂は，小支溪や河川の各所に年

女堆職されているが，その大部分は昭和34年，同41年な

どの台風の鵬来によって一時に奥多摩湖に流出されてい

るようである。年平均堆砂量は73,000m3.であってさぎ

の推定とほぼ一致している。流域よりの土砂推定は，そ

の流域によって特性があるので流域ごとの定期定点観測

を必要とする。この流域の王砂流出量は28m3/kmであっ

て他の多目的ダム集水区域のものより少さい値である。

（建設省発行多目的ダム管理年報を参照されたい）

3）水質

都下日原川流域では過去20年間石灰岩の採掘を行なっ

ているので，この採掘地点をはさんで上流と下流で河川

の濁度を日々測定している。この資料によると，雨量5

地区の花耐岩地帯であって，大部分公共事業として年間

約2,500万円（約2,000m3の堰堤工）を，水道綴より小

規模の治山工事として年間約500万円を投資している。

水源かん恭林の夷新は分散させることを特色としてい

るので，林道開設も更新地と照合して，開設本数を多く

しなければならない。現在林道密度は4.3m/haである

が，林道から1,000m以内の面積は80%に達している。

この地方の幹線流域が細長い形をしており，ほぼこれら

の幹線に開設が進められたためであるが，なお更新地域

が林道より500m以内とするためには相当壁の投資が必

要であって；年間約8,000万円の公共事業饗と，約2,000

万円の水道費によって約2,500mの林道を開設している。

さて水源林の経営は以上の通りであるが，この他の詳

細は1962年8月の林業技術No.245号を参照していただ

くとして，この流域の流量，土砂流出の状況，水質，経

営コストなどについて，既往の資料を基として述べてみ

よう。

《
）

3．森林経営の影響

1）流鼠の変化

昭和41年度の水道局事業年報によると，小河内ダム地

点の年平均流量は10.7m3/secで,4～5月が平均約

7.2m3/sec,雨が多い6～9月は平均で11.7～27.8m3/

sec,11月以降翌年3月までは3.0～62m3/secである。

この流域は地形が急峻で他に比べて降雨が本流に到達

する時間は短いようである。その意味からも土壌の彦透

能を良くする必要がある。過去にこの流域の上流地帯で

伐採した流域と，その％しか伐採していない流域との流

量比較より作成したハイドログラフ(林業試験場,平田徳

太郎，早大工，米元，東大農，山口氏）によって，昭和

34年度の小河内ダム地点の放流鯉を計算すると，同年9

月余水吐より放流した量1,200万Xn3は,1,800万rnaとな

り，降雨ごとの放流量を計算すると，実際の余水吐より

一
｝

第2表奥多摩湖推定堆砂量(m3)
q

37

114,000

61,000

46,000

1，000

8，000

1，358

､産渤震墜 38394142計

0＋9,600＋1,400＋172,635＋500,635

0+9,380+16,800+8,0351+55,215

00-2,000-32,480＋16,520

0－8，0000＋7,920十7，920

0+10,980+16,200+156,1101+580,290

1,2531,2021,.6561P887

昭和
34

188,00

89，00

36，00

17,00

330,00

2，14

35 36

丹波．川
(多摩川本流）

小菅川

峰谷川

その他

計

年降水遼(mm)
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(東京都水道局小河内貯水池管理年報による）
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第3表原水の平均水質 (昭和42年度，都水道局浄水課調査） て使用しているが，同河川の水は，平

野部を流れること，荒川の一部を導水

路として使っていることなどから，林

野率の高い多摩川上流の水に比して水

質が劣るようである。今回その資料を

細かく分析する余裕がなくて残念であ

るが，同局給水部で調査をまとめた昭

－

浄水場名

一

１
１

KMnO4

消費量

アンモ

ニヤ性
窒素

硝酸性
窒素
亜硝酸
性窒素

多摩川
(貯水池を含む）

東村山

朝霞
一

和42年度の両河川の平均水質で比較す

ると第3表の通りである。概して多摩川の2倍近く濁っ

ているといえよう。

水道局は年間多摩川上流の水を4～5億トン使用して

いるのだから，かりに浄水費が1円安いとしても，年間

4～5億円浄水費が安くなるわけである。

4）水源かん義費

ここでいう水源かん養とは，都の水道局が多歴川上流

の原水を，水源地より浄水場まで導水するに要する経費

であって，原水費として水源林の造林，管理，調査に要

する経費と小河内，村山，山口貯水池の経費およびこれ

らの管理する固定資産の減価償却費である。減価償却費

のうち主なるものは，小河内ダム(耐用年数80年)23,000

万円，山口，村山上下貯水池（耐用年数40年）3,700万

円，村山境導水路（耐用年数50年）500万円である。森

林を更新するために売却した立木の収入，治山林道など

の公共事業としての受託事業費，補助金などは収入とし

て取り扱っているので，総経費（支出）よりこの額を差

し引いた額が本来の水源かん義費であろう。最近3カ年

のこれらの収支決算額，経費の上昇率，原水単価は第4

表の通りである。

水源かん養収入は，固定資産の処分であるから，年度

により処分する資産の種類や市場価が異なるので，経費

の上昇率は支出の承によって算出した。経費の上昇率は

3～5％であって，昭和42年度の原水単価は1.8円/m3

である。原水単価のうち水源林関係が占める金額は約発

である。

このように水源かん養林の経営は，老齢木を一定の制

限で更新しながら，その収入を造林その他の管理費に充

当することによって，少ない経費で，流量の緩和,､土砂

流出の防備，水質の浄化を行ない，さらに地元住民の生

活，木材の流通に寄与しているのである。

mm以下の雨では10p.p､m以下であるが,10mm以上と

なると20～50p.p.mに増加する。また採掘地点の下流で

は降雨に関係なく100p.p.m以上となる日が月に1～2回

象られる。しかしこの程度であれば，約40km下流の羽

村地点で20～30p.p.mに回復しているので問題がない。

水道局では，昭和41年10月より利根川の水を原水とし

第4表水源かん養費の内訳と原水単価

－

鯛盾冒～蓮､諦'1＆｜彌要
百万円 治山，林道，

受訂琴業(水源林)64180106公園

収〃（小河内)1111公園
林産物収入
（水源淋)145176160
〃（村山，山口)614-

土地物件収益223

造林国庫補助356

入雑収入1310112
ダム発電使用料1626120

1計250314308

原水費(水源林）290284300
→一

文〃（小河内，村山等）310326329

受託事業(水源林)6480106

〃（小河内)111

減価償却費316318320懲謂鵬蝋

資震減耗費’‘‘雷蕊
その他欝繍，，」出

〃（小河内，村山等）332

21計’98811,01911,0651
31支出上昇率|影3．11‘51次隼裟藷童幽

種
別

″
鋤

－

4．おわりに

わが国の森林は，所有規模が小さく，それぞれの要求

によって伐採されており，特に重要な森林は保安林に指

定して伐採を制限しているが，その制限もきわめて弱い

（31ページに続く）

41水源かん養純経費'百万%81ア0517571（21-個
5｜多摩川羽村系顛水量|盲濁弘’4241‘181愚腎業年報
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樫山徳治

〔林試・防災部〕
今萩◎ ぞざo

’

も良好に保って，防風機能をうまく持続させることが，

比較的容易であることを知ったからである。

それから6年を経過したので，今回は防潮林らしくな

った林帯を各所で見ることができた。沖繩本島・久米島

・伊江島・石垣島などの各一部に見られる壮齢のモクマ

オウ林には，幅50mあるいは100m以上の林帯もあるが，

近年造成されたものは，大体は幅10m程度の狭いものが

多い。しかし，主林木であるモクマオウの下木として，

アダン（タコノキ）・ソウシジュなどを導入して，狭い

わりには大きな防風機能をもつようにうまく仕立てられ

ている。幅10mでよいとは思わないが，土地の少ない沖

繩で，本土のように100m以上もの幅の林帯でなければ

ならないと言うのは，一般には無理と思われる。出来れ

If50m程度の幅が望ましいが，防潮材造成の現状に，私

は十分な合格点を与えてよいと考えた。

昭和42年9月初めから30日間沖繩の各地を見ることが

できた。総理府の対沖繩技術援助の一環としての，防風

林造成計画指導がその用務である。

私は去る昭和36年に，総理府の西表島第二次挫業調査

団の一員として，防風林配置計画を担当したので，琉球

列島各地の防風林の概況を知る機会に恵まれた。そのた

め，今回は，当時の状況がどのように変わったかに最大

の関心をもって，なんの準備も心樅えもなく出発した。

現地に到着して,磯地防風林造成補助事業が計画どおり

進展しない点に，問題の眼目があると聞かされて，大い

にあわてさせられるはめになった。

沖繩の林業については，本誌No.309(1967年12月）

に，松川恭佐氏がその要点を，鈴木丙馬氏が防災林につ

いて，それぞれ解説しておられるので，ここでは，感じ

たままに個人的な見解を書きつらねるのをお許し願いた

いと思う。

一

防 潮堤

沖繩では戦後の一時期に，防潮林とは無関係に防潮堤

が設けられた。疎漏エ事だとの悪口も聞いたが，見かけ

は本絡的なコンクリート堤防である。最も顕著な例は，

沖繩本島中部の中城湾ぞいに見られる。広いサンゴ礁に

面して,10km以上にわたって続く堤防は，見た目には

りつばだが，私には奇異の感の方が強かった。沖繩の島

盈は大体はサンゴ礁で囲まれているので，津波や高潮に

よる大被害の記録はほとんど無いからである。堤内地

は，排水口からの海水の逆流や停滞のため，湿地化して

いる所が多く，そのままではアダンも立たないという。

政治が先行しすぎて技術が置きざりにされる例は，本

防潮林の幅

前回の調査の時に最初に感じたのは，沖繩の防風林造

成はまったくなっていないということであった。当時は

モクマオウの植栽がようやく軌道にのったころで，防風

林といっても，すき間だらけのリュウキュウマツ林帯

や，林とはいえないモクマオウ幼齢木の小集団ばかり見

せられたためである。しかし，西表島での長期間の現地

調査は，この感じを一変させることとなった。この狭い

やせた土地しかない沖繩で農業を営むのならば，そんな

に幅の広い防風林はとても造れないと考えたうえに，沖

繩では幅の狭い防風林でも，閉鎖を垂直的にも水平的に
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土でもまま見ることではあるが，情ない思いがした。し

かし，その一部で堤防の内側に客土して防潮林造成に成

功し，内陸側の湿地を良好な畑地に変えて，これがきわ

めて有利な耕地造成法であることを立証していたり，近

年は必ず防潮林造成を伴う護岸施工はあっても，単独の

防潮堤の築設は行なわれていないのを知って，大いに安

心した。

防風保安林造成のむずかしさ

内陸防風林の幹線とな患防風保安林には，催とんど見

るべきものがない。沖繩本島南部では，丘陵の上に戦前

造成されたせっかくのソウシジニ林帯まで伐倒されて，

サトウキビ畑と化している有様である。宮古島・石垣島

中部を含めてこれらの広い平らな地域は，計画はあって

も防風林造成はほとんど未着手である。

造成事業が進行しない最大の原因は，用地が取得でき

ないことにあるようだ。直接の受益者が，防風林の必要

性は十分に認めながら，そのために自分の土地を提供す

るのは断わる姿は，本土の場合とまったく同じである。

石垣島にある琉球政府八重山支庁の農業技術者が，股業

構造改善事業の一環としての耕地の交換分合を通じて用

地を生象だす以外には，防風林は造成できないといった

言葉が，今でも耳の底に残っている鶴。

防風林の主林木

沖繩では，防潮林を含めて防風林造成の当初には，モ

クマオウにまさる柵種はない。リュウキュウマツは，根

摂りなどの点から，防風林にはあまり推奨できないと思

う。植栽されたモクマオウの成長は驚くぼど良好で’6

年前の新植林帯が，同じ場所かと疑いたくなるほどの姿

を示していた。使われている種属はトクサバとグラウカ

で，海岸には後者の方がより適しているようである。防

風林としての植栽本数は，いろいろと試験されている

が，現在のところは6,000本/haが基準になっている。ま

た，幅の広い壮齢林帯の一部では，間伐や更新も行なわ

れ始めている。

しかし，モクマオウ林帯の姿Iま，防風林としてはどう

も気にいらない。壮齢になっても風になびき過ぎる反

面，暴風に折れやすい欠点がある。梢折れ程度の被害で

は，側枝が立ち上がって正常に近い樹形に回復するが，

強い台風の直盤を受けるとほとんど全滅状態になる。そ

れに，沖繩のモクマオウは，25年ぐらいから樹高成長が

著しく減退すると見られているから，寿命の長い樹種で

はなさそうである。．

以上のことから，モクマオウは防風林の最終恒久樹種

としては，最適ではないと私は考える。それでは最終樹

種は何かとなると，フクギとテリハボクがあげられる。

ともに常緑の広葉樹である。フクギは，観光写真などに

よく見られる，長円形のくるぐろとした葉をもつ樹種で

ある。幼時の成長が非常に遅く，10年を越えるまでは年

5cm程度の成長で,40年でやっと10mを越える程度と

言われている。しかし，この樹種の成林帯はどっしりと

落ち着いた感じで，まず理想的な形といえる防風林を形

成する。テリハボクは，フクギによく似た形の葉をもつ

が，色はもっと明るい。成長はフクギよりずっと速い

が，潮風と低温にはフクギより弱く，防風林として成立

した姿もフクギよりやや劣るように思われる。

フクギとテリハポクはともに耐陰性が強いので，モク

マオウ林帯の更改樹種としても都合がよい。モクマオウ

との当初からの混交仕立ても考えられる。既成林帯への

両樹種の導入は，各地で試験的に行なわれ始めている

が，問題はまだ始まったばかりである。事業としてのモ

クマオウの植栽も，初めは大分骨がおれたようである

が，フクギ。テリハボクの導入はもっと困難な道ではな

いかと思われる。これからが，林業技術者の腕の見せど

ころであろう。

台風と防風林

宮古島は昭和41年9月に第二宮古島台風に襲われた。

最大風速60m/s・最大瞬間風速85m/s,30m/s以上の暴

風の継続時間13時間という大変な台風である。このため

防潮林のモクマオウはすべて壊滅的な被害をうけた。宮

古島は平らな台地状の地形で，もっぱらサトウキビが栽

培され，防風林はもとから少ない島である。このような

状態で稀台風をうけたのであるから，1列植え程度の防

風林はすべて破壊されたものと考え，ここで防風林造成

などと言ったら猛反撃をうけるのではないかと思った。

しかし，琉球政府宮古地方庁と平良市の苗畑のモクマオ

ウを主とする防風林が，臆とんど被害の跡をとどめずに

りつばに立っているのを見て大いに安心した。

幹折れ木の除去，傾斜木の引き起こしなど被害後の手

入れさえすれば，系統的に網状に配祇された防風林は，

台風に直撃されても，1年後には完全に近い姿に立ち直

ることが実証されたわけである。これで私は大いに自信

を持つことができた。

なさけない農地防風林造成

沖繩で農地防風林というのは，本土の耕地防風林の小

規模なものと思えばよい。戦後の沖繩全土緑化施策の一・

環として，造林補助事業の中に，一般造林・展示林造林
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とならんで農地防風林がはいっている。農地防風林造成

補助事業は，昭和38年度から本土政府の資金援助が加わ

って拡大されたが，その援助資金が毎年100～200万円も

余ることが問題になっていたわけである。

この事業では，1列植えのものにまで100影という高

率補助が行なわれているのに，これが余るというのには

驚かされた。現地をまわって見ると，久米島・伊江島な

どの離島や，沖繩本島の北端部，西表島東部に防風林ら

しい系統的な林帯網が見られただけで，あとは雁とんど

防風林としての体をなしていないものが多かった。ほと

んどがモクマオウやソウシジュなどの1列植えで，手入

れを全然行なわないため，植栽木の成長につれて歯のぬ

けたような状態になり，防風効果が明確に現われない関
係もあってか，農耕上の障害物として伐倒され，林木が

次第に消滅してゆく状況を各所で実見した。

補助金が余る原因は，土地がなく人手がないから申請

しないということらしいが，1列植えの場所がないとは

どうしても考えられない。本当の原因は，直接の受益者

である緋作者各自に，防風林を造る意欲がないところに

あると思われる。せっかく植えても，用地の都合から谷

の向きに並行に谷底に植えたり，各自がばらばらに勝手

に植えたり，という実例もあったと聞くと，何のための

補助金かと言いたくなる。ただし，このような状況は，

現在ではほとんど改められている。宮古島平良市の総合

腱場では，敷地の20影を防風林にあてて，モクマオウ・

フクギ・ソウシジュの3列植え林帯の造成を進めている

例もあり，また，農道開設の際は必ず道路沿いに防風林

を造成する措置もとられている。

本土政府の資金援助は，股地防風林については昭和43

年度から打ち切られた模様である。現状ではこの措置も

やむをえないと思う。1列植え程度の防風林は，林とい

うよりも垣根の類であり，本来は，耕作者が各自の好み

に応じて，自費で造るべきものと思う。いくら沖繩の特

殊事情を考慮しても，補助対象は幅3mで2列植え程度

以上のものに制限するのが妥当と私は考える。

斜地は驚くほどの急斜面までパイナップル畑になってい

る。防風はもとより土壌侵食までまったく無視して，ブ

ルドーザーで前生樹をすべてはぎ取る畑地造成法であ

る。

股業技術者の間で防風林がどのように扱われているか

はよくわからないが，那覇市にある琉球政府模範農場に

も，設置後6年たっているのに防風林らしい姿の林帯は

見られなかった。この農場の防風林は，農業試験場が造

成することに当初から決まっており，南部営林署からた

びたび苗木を提供したというのに，このありさまてあ

る。また，幾業の指導員から，防風林がなくてもパイナ

シプルの糖度は高いと言われた時は，二の句がつげなか

った。それで本当に，ハワイや台湾産のものに太刀打ち

できると思っているのであろうか。

問題の本質は，農業だけでは生活が容易でない点にも

あるようだ。他に現金収入の道を考えなければならない

生活では，耕作意欲が高まるばずがない。農家の多く

が，米軍基地などへの出かせぎでやっと生活を維持して

いる現状では，防風林を造ろうという気になれないのも

自然の理であろう。防風林は営股上やや高級な施設に属

するものであるから，毎日が余裕のない生活では，防風

林まで手がまわらないようである。ある村役所で，伊江

島の防風林造成をほめたところ，あそこは黙認耕作で金

がはいりますからねと言われた。軍用地の一部を，通行

証を与えられた特定の人が耕作するのが黙認耕作であ

る。貸地料を米軍からもらったうえに耕作できるのだか

ら，沖繩としては確かに裕福なわけである。しかし，作

物の収量を上げ質を向上させる一裕福になる一ためにこ

そ，防風林が必要なのだと思うのだが，これは月給取り

の能欝きにすぎないのであろうか。

耕作意欲一防風林造成意欲が一般に乏しいことには，

気候風土の影響もあるのではなかろうか。沖繩のように

太陽エネルギーに恵室れている所では，放っておいても

ある程度の収穫は保証されるので，骨をおってまで防風

林を造る気にはなかなかなれないのではないか。太陽に

恵まれすぎると人は働かなくなる，と思うのは私の偏見

であろうか。

一
一

G

《
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耕作意欲と農地防風林

沖繩の現在の農業は，サトウキビとパイナップルに集

中している。かつての水田地帯はほとんどサトウキビ畑

に変わっている。しかし，干ばつは台風以上にサトウキ

ビに大被害を与えるというのに，宮古島の一部で見たよ

うに，入植前に整備されたせっかくのかんがい施設を，

明らかな干害状態でも使用しない一電気代がないという

一現状では，塩風害で葉先が変色している地区でさえ防

風林がない所を見るのも，当然かも知れない。また，傾

サトウキビの耐風性

沖繩を初めて訪れる人の中には，飛行磯を降りたとた

んに，何でススキの原ばかりにしておくのか，とまじめ

に質問する人があるという。これはサトウキビ畑のこと

である。

現在耕作されているサトウキビは，ススキにきわめて

近い品種だそうで，成長につれて自重で自然に倒伏する
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が，また先端が立ち上がって成長を続ける性質があると

いう。このため風に対しては非常に強く，第二宮古島台

風でも，モクマオウは壊滅したのに，サトウキビは製糖

鐘で40％減（収量では20％減）の被害にとどまったとい

う。それでは防風垣はサトウキビに限ると言ったら，事

実サトウキビ畑の中で野菜を栽培している所がある，と

の返事がかえってきたのにはすっかり恐れいった。

財産として米国の管理下にあって，開拓可能地も有料貸

付けだけで，払下げは一切認められていない。したがっ

て，人植者は土地を担保にして営農用の回転資金を借り

ることができないので，やがては生活に困って退島する

者が現われているという。島の東部の大原付近には，西

表島第二次農業調査報告譜に提案されている計画通り

に，防潮林・防風林の造成が行なわれている地区があ

る。モクマオウとリュウキュウマツの成長はすばらしい

の一語につき，りっぱな防風林網が形成されており，前

生樹を保残した林帯網まで見られる。しかし，ようやく

防風林に保護されるようになった耕地の中で，完全に放

棄されて，チガヤの密生する草地に変わっている所があ

るのは，上記の事情を端的に示しているものと思われ

た。人去って防風林の象が緑とは。何かさびしいような

むなしさが，心の中に広がるのをどうしようもなかっ

た。

ギンネム

ギンネムはかん木状にきわめてよく密生するので，農

地の防風垣に使われている。前回の調査では，ほとんど

謝意に残らない程度の存在であったが，6年の間に驚く

ほどの繁茂ぶりである。萠芽と種子の自然発芽による繁

殖力は大変なもので，しかも野性化しやすい性質をもつ

という。初めは，骨おりをきらう怠け者の防風垣には好

適ではないかと思ったが，あまりにも盛んな生活力に恐

れをなしてきた。一部ではすでに造林上の障害になって

いる所もあるように聞いた。これでは，かつて沖繩本島

で大問題になり，今でも絶滅できないでいるムラサキカ

タバミの二の舞になるのではないか，と思われるほどで

ある。これが，農業上はもとより，林業上の敵にもなり

はしないか必配である。

‐

』

お わりに

書いているうちに何かと悪口が多くなってしまった

が，私は沖繩の人と自然をこの上なく愛するものであ

る。

沖繩の林業の現状は，すべてはこれからである，とい

う松川恭佐氏のお話に，的確に要約されていると思われ

る。ただその中で，防風林造成だけは，その段階から一

歩ぬきんでているように考えられる。しかし，防風林も

いよいよこれからが本当の造成事業一困難な道一にさし

かかることになるであろう。

さしあたりは本土の林業技術との連繋の強化によ･っ

て，そして本土への完全復帰によって，沖繩の林業技術

者がこの困難な道を着実に打開してゆくことを信じ，そ

の成果を心から期待するものである。

●

西表島開発と防風林

西表島は琉球列島中第二位の面積をもち，土地の少な

い沖繩での開拓可能地として，大いに宣伝されている

が，やせた土壌をもつ3万haの小島にすぎない。近年

は，本土各大学の旅行部などの注目をあつめ，にわかに

脚光をあびた形にもなっているが，この島は秘境でもな

ければ楽園でもない。

この島の農業開発が進展しない最大の理由は土地問題

にあるようだ。全面積の80％を占める国有林は，旧敵国

一

投 稿 募集､､_的.EIL...…-.1lb_』RL､1lb.働食.…d12口-41-A81合...p合.-m._恥_ロハ甘口己…..、 ､巳』8&』11…:.．、IRs-dn-』11……｡､曲..‘岫二nIL雪…‐-門n.壁..と6－…=__"・Q2号

百

会員の皆様の投稿を募ります。下記の要領により振ってご寄稿下さい。

鹿技術体験の紹介，実験・調査等の結果の発表。自らためし，研究したり，調査したり，実行した結果をわか

りやすく他の会員に紹介する目的で，要点だけをできるだけ簡単に書いて下さい。複雑な図や表はなるべく

省いて下さい。[400字詰原稿用紙15枚以内〕

園林政や技術振興に関する意見，要望，その他。林業の発展に寄与するご意見，本会運営に関すること，会誌

についての意見，日常業務にたずさわっての感想などなんでも結職です。〔400字詰原稿用繩0枚〕

口上記についての投稿は会員に限り室す。また原稿は未発表のものをお寄せ下さい。
ロ図，表，写真などを入れる場合は，上記の制限字数から1枚について300字づつ減らしてお書き下さい。
口原稿には，住所，氏名および職名（または職務先）を明記して下さい。

ロ原稲の取捨，掲載の時期については，編集室にお任かせ下さい。長すぎる原満は紙面の関係で掲載できませ
んので，お返しするか，厩縮することがあるかもしれませんから，ご了承下さい。

h
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お舗賞
との連けいのもとに，ドッシリ落ち着いて行なわれるこ
とを望んでいた。

そのうち昭和39年，豪雪急斜地帯における林地生産力
に関する研究というテーマで，北村昌美(森林経理学)，
須藤昭二（造林学)，石橋秀弘（森林工学）の若手助教
授が共同研究の火蓋を切り，昭和虹年からは斉藤定封鋤
教授（演習林）も，満習林の業務が一応軌道に乗ったの
で，この研究に参加するようになった。もちろん研究饗
は出しあってのことで，昭和39～42年の4カ年で，3研
究室合わせて266.3万円（科研50.5万円を含む)，淡習
林61.7万円，合計328.0万円が，演習林を場とするこの
研究に投入された。（43年以降も継続）

これは，学生の卒論研究にも非常に役立ったばかりで
なく，最近では，現地勤務の演習林職員も「われわれ
も，われわれでできる程度のことを，なにか調べて象よ
う」というような気運になってきた。

§第
＝
＝
宝

昌
屋

g
冨

昌

5
■

回冒
コ

ト、88雨 豪雪の中の演習林

一山形大学一

菊池捷治郎
〔山形大学・付属溌習林〕 ｛

｝

はじめに

わが早田川演習林は，面積7531mの1団地で，もと県

有模範林であったものが，昭和22年県立農林専門学校の
淡習林，やがて大学の演習林になったものである。県有
当時植栽されたスギ林は現在96ha残っており，主に40

～50年生程度であるが，いわゆる豪雪地帯の造林地とい
う様相を如実に示している。演習林になってから植栽さ
れたスギを主とする幼齢林は38ha,他は部落民がブナ
林を伐って製炭したあとの広葉樹林で，ところどころナ
ダレ場になっている。美林として自慢するほどのものは
ないが，しかし豪雪地帯の林業につきまとうあらゆるケ
ースが，今の言葉でいえばコンパクトに詰まっており，

この点では，むしろ研究上にも教育上にも恵まれた森林
といえよう。しかも学校からは，バイクで行っても50分
程度なのである。（写真1）

私は，初めて見たときから，何か1つでもよいから，
この演習林にふさわしい特色をもった長期研究が，教室

咀

1．研究林分等

現在までに固定的に設定した研究林分その他の研究箇
所は，次のとおりである。

（1）第1研究林分昭40設定,0.61ha

昭34スギ植栽地，南向急斜地。微細地形，毎木の位
置，毎木の形償等を測定し，毎木の樹形記録写真をも搬
影。測定値および写真は，すべてパンチカードに収録。
植栽木には全部ステンレスの番号札をつけ，いつでも，
だれでも資料と対照できるようにした。この林分では，

成林過程を追跡するだけでなく，積雪，雪圧，植栽木の
根曲がりの進行過程などに関する各種の観察，解析を実
施。（写真2，3）

（2）第Ⅱ研究林分昭虹設定,0.25ha

■司

菅

℃

Ｊ
ｑ

写真l早田川淡習林北部遠溌の鎖線は境界線1W41.8.27北村擬影
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昭34スギ植栽地南向急斜地。第1研究林分とほぼ同

様な観察と喪料処理を行なう。特に，ここでは雪圧に関

する観察と実験を実施。

（3）第Ⅲ研究林分昭41設定，0.35ha

昭36スギ植栽地平坦地。急斜地の研究林分と対照す

る意味で設定。第1研究林分とほぼ同様な観察，処理を

行なう。特に,ここでは植栽木に対する積雪の沈除力の
影響を研究。

（4）第Ⅳ研究林分昭41設定，0.15ha

昭37スギ植栽地，平坦地。第Ⅲ研究林分と同様な意味

‐で設定，同様な観察と処理を施行。ただし，この林分は
急斜面の下に続いた平坦地に位置するので，第Ⅲ研究林

分と異なり，特に植栽木に対する積雪眉の移動力の影響

が問題。

（5）スギ成林成果解析用研究林分昭40設定,5b23ha

大11スギ植栽地，急斜地。成績不良，上部は広葉樹と

斑状混交。

（6）スギ斜植試験林分昭41設定,0.20ha

昭24スギ植栽地(斜植)，急斜地。成林成果ならびに個

点の植栽木について地上部と地下部の生理的，生態的特

性を測定。

（7）スギ帯状植栽林分昭狸設定0.23ha

昭24スギ植栽地と昭33スギ植栽地，いずれも急斜地。

等高線に平行に広葉樹の保護帯を残し，その間にスギを

帯状に植栽した林分。成林成果と，個為の植栽木の地上

部と地下部について解析。

（8）スギ枝処理試験林分昭41，昭43設定,1.28ha

昭38と昭43のスギ植栽地，いずれも急斜地。3種の枝

一処理区と無処理区からなる乱塊法による試験。続行中。

（9）スギ新植林分にたいする伐根による雪圧防除試験

林分昭43設定,0.73ha

スギ造林地の主伐に当たり，地上約1mの高さに伐根

を残した区域と普通の伐り方をした区域を設け，それぞ

れにスギを新植し,両者の間で,種点比較試験を行なう。

伽稜雪量継続測定試験地昭39設定,7.34ha

50mの間隔をおいて39|の固定点を設け，各点の積雪量

を，積雪期間中，月に2回ずつ測定。昭和39年12月開始

以来続行。

なお，研究の進展に伴って，今後各種の研究林分や実

験計画による試験林分が増設されることになる。（樹種

の点でも，スギ人エ林のほか，ブナ天然生林(2次林)，

針広混交林など）

2．研究の成果

演習林を場とするこの共同研究には，教官だけでな

く，学生も一体となって，これに当たった。その結果，

現在までのところ，学界発表論文9，卒業論文25,合計

34編がまとめられた。研究林分ごとに題目を示せば，次
‘

のとおりである。ただし，紙面をとるので卒論題目は省

略した。（ご照会があれば，お送りします）（日林支は日

本林学会東北支部会誌の略）

(1)第1研究林分学界発表論文1，卒業論文10

○豪雪地におけるスギ幼齢林木の根曲がりについて

北村昌美，石橋秀弘，須藤昭二（以下姓だけを記

す)，日林講(77)昭41

(2)第Ⅲ研究林分学論1，卒論2

○谷間平坦地において埋雪したスギ幼齢林木の傾幹方

向について須藤，北村，石橘，日林諦(79)昭43

(3)第Ⅳ研究林分卒論1

(4)スギ斜植試験林分学論2，卒論2

○斜棚したスギ幼齢木の側根の発生調査須藤，北

村，石橋，日林講(77)昭41

○斜植したスギ幼齢木のクローネの形質について

須藤，北村，石橋，日林支(18)昭42.6

(5)スギ帯状植栽林分学論1，卒論2

○急斜地に植栽したスギ幼齢木の諸形質の変異につい

て須藤，北村，石構，日林支(19)昭42.8

(6)スギ枝処理試験林分学論1，卒論1

○スギ幼齢木の整枝と消雪後の傾幹回復斉藤定

雄，北村，須藤，石橋，日林講(79)昭43

(7)積雪量継続測定試験地学論3

○斜面における融雪水分布石橋，北村，新砂防

18巻3号昭40

○スギ幼|協林における消雪の遅速について北村，

石橘，須藤，日林支(17)昭41.8

○融雪時における林地表層土の水分量について

石橋，北村，須藤，日林支(18)昭42.6

(8)その他（研究林に編入見込など）卒論7

§

一
Ｊ
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3．研究者のメモから

上に記したことは，私が書類から抜替きしたもので，

ただそれだけでは，味もソッケもない。この項は，私と

しては，実際に汗を流した研究者に，体験を通した意見

とか感想のようなものを書いてもらいたかった。文字通

り身ひとつで雪の中の研究に飛込んで苦じんだだけに，

蒙雪地帯で仕事をする人達にとって何か参考になること
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片付くはずはない。最初の蒲手を誤れば，研究はたちま

ち迷路に踏込む。それだけ問題は大きく，複雑である。

しかも，われわれは雪に関して素人である。研究室の連

けい（造林，森林工学，森林経理）という体制はできた

が，研究方法については，ぶな一様に悩んだ」そこでま

ず，釜淵，十日町(林試)，長岡（防災研)〃塩沢(国鉄）

と先進研究機関を巡ってみたが，「ただもう御説を拝聴

するぽかり，それらの設備といい，業績といい，われわ

れの遠く及ばぬことはなはだしく，デバナをくじかれ，

意気阻喪した。ただ，釜淵で“何はおいても，雪の積り

方を調べなさい”といわれたことだけが，われわれにも

できそうな仕事であった。ともかく，そこから始めよう

がありはしないかと思った。しかしかれらは,「まだその

時期でない」と，筆をとろうとしない。そこで私が，北

村助教授からもらっていたメモの中から，いくつかを紹
介しようと思う。

〔研究の端緒〕「裏日本の多くの地方では，雪は単な

・る災害の源ではない。雪は降水の一種であり，結局は，

森林生産上重要な1要因である。空気や土壌のごとく，

それは常在の要因なのである。当然，特に山形県のよう

な豪雪地帯では，表日本のように雪の少ない地帯とは異

なった独自の森林生産技術ないしは林学の分野が打ち立

てられなくてはならない」「そのためには，いかなる研

究方法をとるべきか。この種の研究は，10年やそこらで
《
」
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写真2第1研究林分上：昭41‘1.6石橘撮影下：昭41.3.g北村掘影
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と決意した」

〔ヤマに入る〕「昭和39年12月，一同は，はじめてガ

ンジキをつけ，新雪の演習林に入り，スギ幼齢林分7

haに39本の祇雪量測定用の竹竿を立て，同時に，自家

製の雪圧測定桿を24本セットした」

「最初の冬数回淡習林に通ううちに，自分たちの研究

方法というものが，だんだん形をなしてきた。なるほ

ど，釜洲の人工斜面も，十日町の地下道も，長岡の低温

室も，塩沢のナダレ実験も大したものである。しかしか

れらは自分のヤマを持っていない。それは，実験しかで

きないことだ。われわれは違う。設備はもたないが，ヤ
垂且

マを持っている。身近かに演習林がある。林学において

は，．‘実験に至る前の観察段階”を経ずして，地につい

た研究はあり得ない。幸いにも，わが演習林には豊富な

施業の成果がある。なお幸いなことには，必ずしもすべ

てが成功している池のとは限らない。不成功の原因は何

か。これを知ることが，成功への道を示唆してくれるで

あろう。われわれは，ようやく前途に望象が持てるよう

になった」

〔研究林分を設定する〕施業成果を調べるとしても，

予備的知識も韮礎的知識も持ち合わせていないから,「と

もかく片っ端から施業成果を調べて承よう。わが演習林

ではスギの持つ意義が大きいから，とりあえずスギ幼齢

林分について追跡して承ようということになった。そし

て，われわれには予備知識がないのだから，むしろ予備

知識がないことに徹して，考えられるだけの要因，測定

できるだけの要因をことごとく調べ上げ，それらのデー

タを集積してゆくことにした」

-l昭和40年11月,3研究室の教官と学生が，総力をあげ
て研究林分の殺定に取り組んだ。まさに「この1カ月で

本研究の避礎を築いたといってもよい」それが，さきに

示した第1研究林分である。「もちろん，調べかねた要

因も多いが，ともかく，研究を進めるためのデータは，

これでひとまずそろった。ここで初めて，何かやれると

いう気がした」

それは，とても手数をかけた困難な仕事であった｡｢こ

・れは，ある意味では愚かな方法かもしれない。しかしわ

れわれは，自分自身のために器用にデータを集めるとい

う方法はとらない。自然の現象や施業の成果は，いつど

こで，どんな形でわれわれに語りかけてくるかわからな

いのだから，そのための受入態勢を整えておくことこ

そ，肝要なのである。とにかく長期にわたって，態勢を

持続しなければならない。個人の研究を行なうのでな

1

く，山形大学林学教室という生命ある組織が研究を持続

してゆくのだから，だれもが情報をキャッチできるよう

な準備が必要なのだ。教室や演習林という学内だけでな

く，他の大学の研究者や国有林や県などの技術者でも，

研究林分を使ってよい。むしろ，それが望ましいことな

のである」

第Ⅱ研究林分から次女に仕事が進むにつれて，「資料

に厚承が加わった」「ほじめは単なる素人の築団が夢中

で作業をしていたに過ぎなかったのが，次第に観察力を

持ち，意見を交わすように成長してきた。現象の中から

引出す知識は，専門によって異なるし，また人間の性質

や能力の型によっても異なる。これが，衆知を集めるこ

との意義であろう。年/々観察と解析をくり返すことによ

って，次第に知識が集積され，学会発表の論文も，卒業

論文もふえてきた」

その他メモには，いままで集積してきた観察段階の資

料を盤理し，それに基づいて実験計画法による実験（試

験）段階に移行するときのことや，研究林分が成長する

につれて新しい事実が次女に予想されることや，さらに

は，針葉樹林だけでなく広葉樹林や針広混交林の施業を

も考えれば，より広汎な連合研究体制が必要であること

など，いろいろ書かれているが，ここでは省略する。

おわりに

私は，この春雪が消えてまもなく（雪のあるうちに行

きたかったが都合がつかなかった)，4人の研究者と全

部の研究地を踏査し，いろいろな話しを聞いて，非常に

うるところが多かった。すべて録音しておいたので，と

きどき思い出しては聞いている。

演習林長は，私にとっては今年が最後である。ヤマと

上1､とが融合したこの研究が今後正常に成長することを

祈るとともに，豪雪地帯の林業に関心をもつ学外の研究

者，技術者との間にも深く強い連けいができ，広汎な研

究が進展することを心から念願する。
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夏の大雪山

鮫島惇一郎

〔林試・北海道支場〕
1－

の中で，

、､東亜の北部をかなり広く歩いた私にとって,大雪山は

見なおすような幾多の優れた所を持っている。大雪山の

ひとつひとつを取って見ると，世に誇りうるぺき物は比

較的少ないように思うが，山岳，お花畑，峡谷，森林，

曝布，そうしたすべてのものを集めてみると，東亜北部

の自然としては誇るに足る一団地である。そして何とい

っても原とk美という物がし:つかりとそれを裏付けしてい

ることは否定できない｡”

と述べられているように，大雪山国立公飼は，北海道

として，というよりも日本として世界に湾りうる珠玉中

の珠玉というべきであろう。

はじめに

古い時代，アイヌ人達は大雪の山海をヌタクカムウシ

ュッペと呼びならわしたが，明治26年，日本名称地誌第

9編北海道の部が発行されてより大雪山という和名が与

えられるようになったという。バスガイドは，湿地や沼

や川のある神秘な高原の意というが，河の回流する所に

立っている山の意ともいう。いずれにしてもヌタクカム

ウシュッペというその呼び名は，大雪山という名よりも

美しくその山禽を表わしているように思われてならな

い。アイヌ語はその意味もさることながら，自然とよく

調和した美しい響きをもっている。アイヌ人達の自然に

対する素直な気持がよく表われていると解釈していいの

ではないだろう‘か。

大雪山国立公園は232,000haの面職をもち，わが国の

国立公園では最も大きな存在である。北海道を南北に走

る脊梁山脈のほぼ中央を占めるこの一帯は北海道の屋根

ともいわれ，最高峰の旭岳をはじめ，海抜2,000m級の

商山がいくつか含室れている。大雪山と一般に呼ばれて

いる地域はかなり大きいが，その成因から見た場合，大

雪火山というのは，白雲岳より北の部分の火山群の総称

であることからして，やはり大雪山という名称はこの地

域に限って使うべきであろう。この地域は，俗に表大雪

とも呼ばれ，忠別岳より五色ケ原，沼の原，トムラウシ

山，万狩岳などへかけて裏大雪と呼んでいるが，これは

正しい使いかたではない。つまり大雪山には表も裏もな

く，他の地域はそれぞれの名で呼ぶべきである。

大雪山の国立公園としての特長は，なんといってもそ

の原始相にある。昭和29年に北海道をおそった15号台風

によって，石狩川源流を埋めていた原始林，原生林の大

部分が壊滅したとはいえ，現在もなお原始相を保ち続け

てい為森林が残されている。こうした森林帯もさぁこと

ながら高llj帯の植物相は部分的には浦めつけられてしま

ったところはあっても，その大部分は健在であり，学術

的に貴重な存在となっていて，まだその原始相はこわさ

れていない。中央高地の植物相を，つぶさに研究された

北大名替教授の館脇操博士は，その箸“大雪山の植物，

《
」

q

大雪山の地形

大雪山に入って気がつくことは，いずれの登山口から

登ろうども，ひとつの山に登ってしまうと，あとは札幌

の街のすぐ西に位置する円山とか，藻岩山を登る程度の

労力でいくつも頂を踏めるということである。それゆえ

に，ある時間をかけて汕に登りさえすればそのあとはま

ことに楽しい山旅が続けられることになる。このこと

は，この1"I1が台地の上にのった山との集団であることを

示している。

地学の専門家の知識を貸りるならば，大雪山はおよそ

次のような作りになっているという。すなわち大雪山

は，日高系といわれる古い古い地層の上をおおった溶結

凝灰岩の台地上に，さらに噴出した火山の集りなのだそ

うだ。溶結凝灰岩とは軽石のような火山岩層が火p高く

噴きあげられることなく，熱雲型の噴火によって山腹を

這うように噴出され，斜面を流れ，推稜していったと

ぎ，内部高温が保たれると同時に，上方より大きな圧力

をうIけ91隆石，火山灰などが再融合して生成されたもの

で，しばしば溶岩のように見受けられるという。これら

の軽石流は急に冷えた際，柱状節理を形作り，河川によ

って浸食されると，その部分では柱状節理の発達した美

しい断崖のつづく峡谷となる。層雪峡や天人峡の示す優

れた景観はこのようにして造られたという。このように

《
》

巴
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多量の軽石流を出した噴出口は，大雪山の中央付近にあいであったといわねばならない。

ったと推定されているが，この台地が大雪火山群の南側大雪山地域にあってはおよそ海抜800m以下は，おお

に発達していないのは，高根ケ原，忠別岳がそのころすむね針広混交林によって占められている。針葉樹はエゾ

でにできあがっていて，この軽石流の流動がさまたげらマツ，アヵェゾマッ，トドマッであって，これに混交す

れたことを示している。る広葉樹はウダイカンバ，シラカンバ，ミズナラ，オヒ
大雪山は複雑な柵造をして ヨウ，ホウノキ，エゾイタ

在していたことがあった。し大雪火山頂部の柵造（石川俊夫博士，1963,による）原生林的なものは河畔や，沢

かし近年登山者が濃霧の日，ガス中毒によって遭難したにそって発達するドロノキ，オオバヤナギの林であり，

ため，現在では立入禁止区域となっている。ところによってはケヤマハンノキの純林がみられること

中央火口の内壁は急斜しているが，その外側にはゆるがある。また積雪量，融雪期また風向などと深い関係が

い備価が広がり雲の平，北海平などと呼ばれている。中あると思われるが，沢にそって帯状にひろがるミヤマハ

央火口を囲むように配列する山は，黒岳(1,984m),桂ンノキ林が下降しているところもある。アカエゾマツ林

月岳(1,950m),凌雲岳(2,131m),北鎮岳(2,246m),は，針葉樹林帯の特殊な土地条件のところにあらわれ，

熊岳(2,201m),後旭岳(2,230m),白雲岳(2,220m),湿原系の林として沼の原，天女ケ原，松仙園付近など，

烏帽子岳(2,060m)であって，中央火山と呼ばれてい高原温泉付近，愛山溪付近には岩磯地系の代表的群落が

る。これらの山奇の外側に配列するのが，愛別岳(2,112義られる。
ひつふ

m),比布岳(2,191m)と永山岳(2,046m)が含まれこの針葉腰淋帯の上限は所によって多少のちがいはあ

る永山火山，北海道の最高峰旭岳(2,290m),赤岳や小るが，海抜1,300～1,500mであって，上部針広混交林，

泉岳(2,150m),緑岳とも呼ばれる松浦岳(2,019m)なすなわちエゾマツとダケカンバ，あるいはアカエゾマツ

どが含まれる小泉火山である。（図参照）とダケカンバの混交林をへてダケカンバ帯へと移行して

いる。ダケカンバ帯は上部広蕊樹林瀞ともいわれおよそ

大雪山の植物海抜1,500～1,70()mに存在するが，その幅はところによ

大雪山一帯の植物帯は，山麓のほうから針広混交林って異なっている。

帯，針葉樹林帯，上部広葉樹林帯，高山帯に大別されこの上部に続いているのがハイマツ帯であり高山帯と

る。この地域の植物学的な研究は，多くの先人たちの努もいわれる。高山上部の大部分を占めているが山岳の地

力によってつみ重ねられ，植物地理学的に，また森林の学的条件，風衝などによって海抜高に差異ができる。大

群落生態学的に詳細な研究が館脇博士によってなされた雪山においてはおよそ海抜1,600m以上の地幣がこれに

結果，ここにその全貌が明らかにされた。しかもこれら属すると考えてよい。大雪山においては，純粋な高山草

の研究は，’5号台風による壊滅的打撃，その後強力に推本帯というものはなく，ハイマツ群落の間に，それぞれ

進された森林開発などにさきだって行なわれたため，大の環境条件にしたがって嬢性瀬木群系，高山草本群系，

雪山のもつ原始相は忠実に記録されており，まことに幸湿原群系，岩礫地群系に大別される群落がモザイク状に
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さはいうに及ばずまことに厳しいものであろう。このこ

とは高山植物に1年生のものが少なく多年生のものの多

い理由ともなっているし，高山植物が必然的にあれもこ

れも雪融を待ちあぐね，先をあらそって咲き出すことに

もなっている。お花畑という呼び名の生まれた理由は，

こうしたことにあるのではないだろうか。

高山帯に生育する植物を，簡単に満山植物といってい

るが，高山帯に生育する植物は二群に大別しなくてはな

らない。ひとつは高山にだけ限られて生育しているもの

で，他は海抜高の低い所から高山帯にかけて広く見かけ

ることができるものである。たとえば，ミズバショウは

北海道ではいたるところの谷地に見ることができると同

時に，高山帯である1,700～1,800mの湿原などにも見か

けることができる。またヤチプキの鍋で知られているエ

ゾリュ‘ウキンカなども，エゾコザクラやミヤマキンポウ

ゲなどとまじって黄金色の花をつけていることもある。

また石狩平野の低湿地に見られるヤチギポシ，モウセン

ゴケ，ツルコケモモ，ワタスゲ，エゾカンゾウなども，

沼の平や沼の原でもずいぶんたくさん見かけることがで

き，その花時は美しい。こうした植物は明らかに後者に

属するものであって，本当の意味で高山植物とはいいが

たい。

一般に緯度が高くなると高山帯は低くなってくる。本

州の高山と，北海道のそれとをくらべたとき，おおよそ

1,000mほど北海道の高山帯は低くあらわれてくる。．し

たがって中央高地が2,000m級の山左でありながらも本

州の3,000m級の山岳に匹敵するというより，すぐれて

いるゆえんである。そしてさらに北へ向かうならば，高

山帯はより低くなり，失われた島，千島にあっては海岸

に近く高山植物の生育が見られる。したがって，高山植

物という言葉でこれらの植物を呼ぶことは適当でなく，

寒冷地植物とか，南北両極に加えて垂直な高さの極地と

してヒマラヤがあり，それを第三の極地とも呼んでいる

今日でば，極地植物とでも呼ぶのがふさわしいかも知れ

ない。

さて大雪山で山の高さと，高山植物の種類の間には，

なんら比例的な関係はなく，山の古さ，つまり山のでき

た時代との間に大きな関係がある。すなわちすでにのべ

た地質学的に古い火山に属する小泉岳周辺，高根ケ原な

どでは生育する植物の種類も多く，また珍しいものも少

なくない。たとえばチョウノスケソウ，タカネツメク

サ，リンリオウギ，チシマゲンゲ，エゾオヤマノエンド

ウ，クモイリンドウ，リシリリンドウ，ホソバノウルッ

う｡ソウ，キバナシオガマなどおよそ100種類ほどの植物

が生育しており，この山の特長を作り出している。これ

配列している。これらの群系は，そのいずれもが特色あ

る景観をつくり，いわゆる大雪山のお花畑を形成し，大

地をいろどっている。

爆性瀧木群系はヒース群系ともいわれ，大雪山では規

模も大きく，わが国の山岳お花畑として他の追従をゆる

さない。この群系を形づくる植物としてはマルバヤナ

ギ，エゾマルバシモツケ,チングルマ,ガンコウラン,

ウラシマツツジ，チンマツガザクラ，ミネズオウ，アオ

ノツガザクラ，エゾツガザクラ，キパナシャクナゲ，ク

ロマメノキ，イワウメなどがあげられる。代表的という

より典型的な場所として，裾合平,北鎮岳の下,北海沢，

奥の平，高根ケ原，ドムラウシ周辺がすぐ．れている。

高山草本群系はお花畑のなかにあって，もっとも美し

く，華麗な存在である。代表的な場所として黒岳東斜

面，雲の平，奥の平，高根ケ原，五色ケ原をあげること

ができ，その幟成植物は，エゾハクサンイチケ，ダイセ

ツトリカフ‘ト，エゾキンバイソウ，ミヤマキンバイ，タ

カネトウチソウ，トカチフウロ，イワオトギリ，ハクサ

ンポウフウ，エゾコザクラ』ミヤマリンドウ，ヨツバシ

オガマ，エゾヒメクワガ夕，エゾウサギギク，コガネギ

ワ，ナンブソモソモ，イトキンスケなどなじみの深いも

のばかりである。

湿原群系は代表的なものとして沼の平，天女ケ原，ト

ムラウン山周辺，沼の原にこれを見ることができ，小沼

や池の散座する中位泥炭性湿原が多い。構成植物は，必

ずしも高山植物ばかりではなく，下界の植物もずいぶん

入り込んでいるが，主なものとしてヤチスゲ，シネノ、リ

イ，ワタスゲ，モウセンゴケ，ナガバノモウセンゴケ，

ヒメシャクナゲ，ツルコケモモ,．ホロムイソウ，ミタケ

スゲ，ミカエリスゲ，ミカヅキグサ，ミヤマイヌノハナ

ヒゲなどで夏の終わりにはヤチギポシがこれに輿をそえ

たりする。

岩礫地群系の群落は，チシマヒメイワタデ，コマク

サ，ヒメヤマノ､ナソウ，チシマクモマグサ，メアカンキ

ンバイ，タカネスミレ，タルマイソウ，イワギキョウ，

ダイセツイワスゲ，タカネスズメノヒエなどによって柵

成され，風衝地帯，岩壁などに例が多い。

一

犀
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高 山植物

札幌でこそ3月の末には雪が消えようというものだ

が，高嶺に春がやってくるのは7月のはじめである。そ

して8月もなかばを過ぎるともう高山は秋に入る。9月

のはじめにはウラシマツツジは紅くその葉を染めあげ，

薄氷の張る季節である。この短い期間に花を開き，実を

結ばねばならぬかれらのおかれている環境は，冬の烈し
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にたいし旭岳など活動中の火山で，種類も少なく群落も

貧弱なのは当然としても，やは‘り地質学的に新しいと考

えられる山ほど植物は種類が少ない。

ここで特記しなくてならないことは，これら中央高地

に現在生育している満山植物の分布経路である。北海道

の地理的位置からすれば当然本州→北海道，北太平洋諸

島→カムチャッカ→千島→北海道，大陸→樺太→北海道

というつながりであり，植物の分布もそれぞれにしたが

って日本要素，北太平洋要素，大陸要素となづけられ，

中央高地に会合しているという事実である。このこと

は，北海道における大雪山を含めた中央高地の，植物地

川倉の地蔵さま

金木(青森県)の川倉地蔵盆は旧暦6月23日だから，

新暦では7月だ。この日になると，おがさまやアッパ

たちを乗せた馬車がつづく。その横を大型バスや乗用

車が砂煙をあげて追い越して行く。馬はあまりの暑さ

にノビてし震う。さかんに手綱を引張っても動かな

い。なつかしい風景だ。地蔵堂は藤枝沼の上の林の中

にある無住のホコラだ。6月の地蔵会のときだけ3日

間付近の坊さんが集まってくるのだ。

この日がくると村の世話人の手で燈明がともされ，

大小色とりどりの地蔵さまが積み上げられる。1万体

理学上に占める重要性を示しているものといえる。

あとがき

夏の大雪山のすぐれた景観を紹介するつもりが，植物

学的な部分にのみ焦点が合いすぎた。これは結局大雪山

のもつ重要性がそこにあることを意味していることにほ

かならない。観光開発という美名にかくれて自然破壊が

何のためらいもな.く行なわれている現在，もっと国が，

道が，すべての人間がその歯車を止めるため努力を惜し

んではならない。こわされた自然は永久にもどらない。

もあるという。亡くした子，死んだ人の魂をまつるた

め納めたものだ。ここのイタコは恐山よりみごとだ。

堂の裏に莚で日よけがしてあり，その下にイタコと数

百人のおがさまたちが黒点と熱っぽく寄り合って，死

んだ夫や息子，親兄弟，さまざまの仏とイタコの口を

かりて語りかけ，あの世の様子をきき，家のこと自分

の様子を知らせ合って涙を流す。終戦ごろ戦争の苦し

さが戦死者から語られたが，このごろでは交通事故の

注意が死者から出る。時代を感じさせる。

それが夜になると，泣いた涙もからりとして女たち

の世界になる。食べたり，喋ったり，輪になって歌い，

踊る。－嘉瀬と金木の間の川．，石.流れて，木の

葉コしじむ。世にも不思議な川．がござるヤートセ

…･･･－一苦しい熱らしの中から女たちが人間を取りも

どした姿だ。

（岩崎三郎）

地蔵会に行く馬車

－－－~一一テーーーー〔山の 一▲マムーュマュマヘマ一万▲了一丁一幸一己
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不老長生の幻のキノコ

中国の民族宗教である道教の経典を道蔵という。道蔵

は唐の玄宗（在位712～756）から元をへて，明の神宗

（同1572～1620）に至る850余年の年月をかけて著わさ

れたものだという。全部で正読5,485巻というから，そ

の規模の大きさは聞いただけで気も遠くなるほどの著述

である。

その中で筆者が知っているのは第1,051巻の．‘太上霊

宝芝草品”なる一巻である道蔵の原本は世界に2部ある

だけで，一つは北京に，一つは宮内庁書寮部に保存され

ていると聞いた。宮内庁にあるものは1～1,120巻で，

明代の初期に刊行されたものだというが詳しくは知らな

い。大きさ29×12cmぼど，木の表紙がつき，羽二重の
倉こり

白布で一冊一冊つつまれている。世界の稀畷本というべ

きであろう。

道教の哲学を知らぬ筆者が軽為しくこの本を紹介する

ことはできないが，“太上霊宝芝草品”の一巻は，不老

長生のキノコ125種を図説したものである。芝草とはキ

ノコ，とくにマンネンタケの類をいい，太上溌宝とは超

特級の雛験あらたかな宝の意味であろう。図説されたキ

ノコは，いずれも中国人のもつ無限の想像力がうんだ溌

妙不可思議な幻のキノコである。

たとえば“南方芝というキノコは名山の陽に生える。

赤蓋赤茎で三枝をおびる，味は苦く，これを竹刀でと

り,100日間陰干にしてたくれば3万年の寿を保つ”と

説明してある。125種のキノコに，この調子の説明がつ

き，それぞれ千年，5千年，1万，5万，10万年の寿を

保つなどと記されている。

福禄寿（多子，富貴，長生うば中国人がいだく最大の

関心率で，不老長生の霊謹柴求のためには全身全雛の努

あるから，どんな字引きにもでていないはずである。も

ちろん外国語にもない。

さて長寿をえようとするならば，まず健康でなければ

ならない。健康は健全な生活からうまれる。値全な生活

とは健全な生活環境のなかで，自然の法則にかなった生

活をすることである。このごろの汚れた空気や水，紫外

線がふるいおとされた都市の日光などは生物にとっても

っとも好ましからぬ生活蝋塊である。このような公害問

題は別として，われわれの自由になることで，しかも健

康の基礎となるものが食生活である。

その食生活を自然の法則にかなったものとするため筆

者はここに菌食論を提唱するのである。これは，菜食主

義とか肉食主義のような，かたよった主義ではなく，菜

食・肉食・菌食のバランスがとれた食物をとることが，

自然の法則にかなった健康食であるという論である。

栄養の化学的バランス

澱粉（含水炭素)・脂肪・蛋白質は栄養の3要素であ

る。栄養学はこれら3要素のバランスをとき，さらにビ

タミン，カロリーをとく。また植物質，動物質の食物を

いう。いうまでもなくわれわれの日常の食生活に忘れて

はならない栄養学的韮礎知識である。

戦前の日本人の食生活は澱粉食にかたよっていたが，

戦後おおいに改善されて肉類や乳製品をだいぶとるよう

になった。そのせいか，子供たちの体格はよくなった。

日本人の平均寿命も飛躍的にのびてきた。医学と栄養学

の進歩のおかげであろう。

しかし，栄養のバランスは果たしてこれだけでよいの

か。単なる有機化合物でもなく，機械でもない生物であ

る人間の栄養が，ただ物質的な化学的なバランスを考え

一

一

巳

《
一

関心頚で，不老長生の霊宝探求のためには全身全溌の努，るだけで十分であろうか。もう一つ，生物学的バランス

カをはらったもののようである。そのあらわれの一つが ということを考える必要があるのではないか。これが筆

上記の珍本となってあらわれたのであろうが，観念なが者がいだく疑問であり，菌食論をとなえるに至った誉っ

ら現代文明の利器を用いて世界中を隈なく探しても見つかけとなった。

かるあてのないキノコである。しかし現実の菌で長寿をこのような疑問を繁者にいだかしめた原因は，一つは

保たしめるものはないであろうか？病気の変化,たとえば昔と今の植物の病気のちがいとか，

菌食論戦前と戦後の日本人の病気の変化である。前者は主とし

菌食とはキノコとか菌類や微生物を利用した加工食品てウイルス病の増加，後者は脳出血とか動脈硬化とかの

をいう。ただし，菌食なる言謡ま筆者がつくったもので循環器系の病気とガンによる死亡率が1～2位を占める

I
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に至ったことである。さらにもう一つの基本的な理由

は，生態系の自然観に基づく生物の生活の法則である。

生物の生活は植物，動物，菌類*の共同生活によって

支えられている(生態系の自然認識)。生物の栄稚生活を

自饗（無機栄養）と他養（有機栄饗）とに分ける。前者

はいうまでもなく炭素同化作用によって無機物から有機

物を合成するものであり，主として葉緑素をもつ植物が

営むところである。後者は既成の有機物を栄饗源とする

もので，動物と菌類の栄養生活である。

この意味において，動物や菌類は緑色植物と共存しな

ければ生活はできない。これに対して，植物は空気と水

と日光があれば単独でも生活することができる。

ところが，そうはいかないというのは次の理由からで

ある。植物は空気（または海洋）中にあるCO2から炭素

Cをとり，それと水とを原料にして有機物を合成する

が，合成するだけでは原料のCO2はなくなってしまうわ

けである。ある学者の計算によると，1年間に植物が同

化作用で使うCO2中のCの量は2×10111､ン(a)だとい

う。これに対して大気中と海洋中にふくまれるCO2は，

Cの鐘で大気中に6×1011トン(b),海洋中に5×1013}

ン(c)だという。そこで(b+c)÷aは約250,すなわち

植物が炭素風化作用をつづけていくと約250年で大気お

よび海洋中のCO2はすべて植物によって有機物に合成さ

れつくすということである。その結果は当然，植物は生

活ができなくなるのである。もちろん，そのようなこと

は起こらない。大気中および海洋中のCO2の鐘はつねに

およそ一定である。なぜならば植物が合成した有機物の

一部は動物により，残りは菌類によって分解され，もと

の無機物に還元されるからである。だからもしも菌類が

存在しなかったら植物は少なくとも250年以上は生活す

ることができないという計算になる。

要するに，動物や菌類は植物のいないところでは生活

はできないが，自養的な植物でさえも動物や菌類，とく

に菌類が不在な世界では生活をつづけ得ないということ

である。だから，これまでは生物を形によって植物と動

物とに二大別してきたが，生物の生活を研究する生態学

では，生物を生産者（主として緑色植物)，消拙者（動

物)，還元者（主として菌類）の三つの蕪本生物群に分

けるのである。これら二つの生物群の共同生活によって

無機物→有機物→無機物という物質の循環利用はなりた

ち，有限の物質は無限に活用されるのである。そしてす

べての生物はこの物質の循環運動の一翼をになってい

る。これが生物の生活であり，全生成の共同生活によっ

てはじめて永遠の生命は保証されるのである。

準ここでいう菌類とは葉緑素をもたない下等陰花植物の総称。

生物の生活は，このように植物・動物・菌類という3

本の太い柱で支えられている。いかなる生物の生活も，

この基本的な原則からはずれることはできない。これが

近代生態学が到達した基本的な自然認識であり，生物界

にあらわれる，もろもろの現象はこの自然認識に基づい

て理解されなければならないものである。

恐るべきガン

今日，われわれの健康と生命をおびやかすもっとも悪

質な病気はガンである。10数年前までは不治の病とさ

れ，日本人の死亡率のトップにあった結核億，医学と医

術の進歩によってある程度克服された。そして，ガンに

よる死亡率が高位をしめるのは文明国の特長である。も

ちろん死亡率の順位は治蕨の難易によっても左右される

ので，これだけで日本人にガンがふえているとはいえな

いが，ガンは文明が進むほどふえて行くようである。

ガンの疫学的研究の椛威である平山雄博士は，氏の名

著“ガンの探検”で，．．私たち日本人ば，6分間に1人

の割合で，ガンという怪物の餌食になっている"また.‘50

年もすれば3分間に1人の割合で死ぬようになるかも知

れない”とのべているが，これは明らかにガンはふえつ

つあるということである。

文明は人間生活をより幸福にしてくれるはずのもので

あるのに，もしも文明が交通禍だけでなく，人間の体質

を悪化させガンのような悪質の病気をふやすものである

とすれば，文明の功罪をいかに評価すべきであろうか。

ガン研究は現在の世界の医学界のもっとも重要な課題

である。そして世界中の優秀な頭脳の持ち主である医学

者が，莫大な金をつかい，最新式の技術を駆使してその

研究にあたっている。大阪大学医学部の釜洞醇太郎教授

の“ガン物語”はガン研究の成果について，平易にのべ

た好著である。この本の最後の章に“ガン研究200年の

歴史をふり返ってぷるとき，本質的にどれほどの進歩が

もたらされたでしょうか。「進歩」という意味は，ガン

の恐怖がどれほど軽減されたかということです。胃ガ

ン・肺ガンなどはあくまでも恐ろしく，それに対して早

期発見，早期外科的手術以外に，頼りになるものがない

というのでば，医学の他の分野にくらべて，あまりにも

原始状態にとどまりすぎているといわざるを得ません'，

とのべている。

この本に書かれているガン研究の深さは，文字通りの

ヤブ医者すなわち森林の医者である筆者にとっては驚嘆

するばかりである。林木の病気について病原菌の分類学

的研究さえも不十分な森林医学の底の浅さにくらべて，

人間の医学が何と微にいり細をうがって進められている．

ことか。ところが，それにかかわらず，早期発見と手術
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自身がつくりだす環鏡形成作用が決定的である。たとえ

ば枝葉を茂らせることによって日陰をつくり，水や養分

を吸って土の物理的化学的性質をかえたり，風や温度を

変えたり，さまざまな変化を与える。潔蝋の変化は，当

然，生物および生物共同体の体質や椛造に変化を与える

ものであり，その結果，共同体の秩序は乱れる。しかし

その乱れも社会的調整作用でおさまり，再び調和が回復

する。このような矛盾と調和をくりかえして行くが，共

同体が自分でつくる環境の変化はとどまるところはな

く，ついには調整作用も及ばないところまで矛盾が発展

してくると，混乱は極限に達して，共同体は解体しなけ

ればならなくなる。

ガンという病気を生態学的に考えてみると，ガンも森

林の病虫害も，有機体の内部にはらむ矛盾に由来する，

部分の全体への反乱であるという点で，共通する。た

だ，ガンと病虫害とのちがいは，病虫害は重ったく別個

の生物によっておこる加害現象であるのに対して，ガン

細胞はがんらい一つの受精卵に由来した細胞群の中から

できたものであるということである。

生物共同体は有機的体制のもとに生活しているが，構

成生物はそれぞれ独立する個体であり，それぞれ独立し

た生活目裸をもっているもので，共同体の部分であると

はいえ，実は自由奔放に生きようとしているのである。

したがって生物相互間に畦常に衝突があるのが当然で，

共同体の生活には全体と部分との間には本質的な矛盾を

はらんでいるのである。これに対して，個体という，い

わば完全に統一された有機体では，これを描成する細胞

は，単細胞生物の細胞とは異なり，独立性を失い有機体

の部分になりきっている。その立場をすてれば，もはや

生活ができないようになっているのである。

ところが，ガン細胞なるものは，有機体の部分である

という役割りをすてて，あたかも原始的な細胞のように

勝手に生長し，勝手に増殖するという10億年前の野蛮な

細胞に逆もどりをしたようなものである。人間のように

高度に発達した生物体を構成する細胞にじて，なおか

つ，このような原始性が残っているということは驚くべ

きことであるが，人間もバクテリアやアミーバのような

単細胞生物を細先とした生物である以上やむをえないこ

とであろう。生物体がうちに秘めた本質的な矛盾である

とあきらめるより仕方がないことかもしれない。

しかし，このような矛盾を秘めているとはいえ，ガン

細胞のような反逆細胞は決してかんたんにでてくるもの

ではない。何か，よほどのきっかけがなければ，そのよ

うな反乱はおこらないはずである。

（以下次号に続く）

以外に治療法はない。いわんやガンの予防に至っては特

殊なガン以外には手がかりもないのである。しかも，ガ

ンはふえつつあるという。

われわれはガンにかからないために，どのような生活

をすればよいのか，それを知りたいのだ。ガンの治療法

は年とともに進歩するであろう。しかし，その恩恵はわ

れわれがガンになってからの話である。いかにガン患者

が多いといっても，日本全人口のたぶん99％はガンにか

かっていない。そして治療技術の進歩の恩恵に浴する人

が多くなった時は日本人が亡びる時で欄錐いだろうか。

森林の医者が見たガンという病気の生態学

ガンについてまったくの素人である錐者がガンを論じ

ることはおこがましい限りであるが，森林の医者すなわ

ちヤブ医者として少し考えてみたい。

細胞は有機体の基本的単位である。単細胞生物では一

つ一つの細胞が独立の有機体であるが，多細胞生物とい

う，より高い有機体では，細胞は全体の部分にしかすぎ

なくなり，独立性は失われる。ところが多細胞生物体と

いう独立した有機体も，より高いレベルの有機体である

生物共同体(たとえば森林)の部分にしかすぎなくなる。

しかし，個体という有機体は独立しており，その生活

の目標は自己の安寧と子孫の繁栄であり，自己中心の生

活を営なんでﾙ､る。したがって，生物共同体は前にのべ

たように植物・動物・菌類という三つの華本的生物群か

らなりたち，こ証らの共同生活によって永遠の生命は保

証されているにもかかわらず，個倉の生物の生活が自己

中心である以上，生物相互間には争いはたえないのであ

る。だからともすれば病虫害といった社会的混乱がおこ

るのである。ただ，それがめったに起こらないのは，独

走するものに対する社会的調整作用（たとえば天敵）が

働きかけるからである。この調整作用があることが，生

物共同体が有機的に連なりあった体制であることを証明

するものであり，この調整作用によって有機的体制とし

ての秩序は保たれるのである。したがって，この調整作

用がつねに円滑に行なわれているような共同体は平和で

あり，健康である。そこには害虫や病原菌がいないわけ

ではない。かれらは共同体の中にあって，共同体が営な

む物質の循環運動の一つ一つの歯車となって生活してい

るのである。たとえ，野望を胸に秘めながらも，共同体

の永遠の生命維持のためにたいせつな役割りをはたして

いるのである。

ところが，この秩序は環境の変化によって乱れる。し

かも，この環境の変化は異常気象のように外からくるも

のもあるが，生物自身が形成する環境変化がある。とく

に生物共同体の主体生物である植物，森林ならば主林木

《
」
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柴田氏が考案した

スギ整樹法の

効果について

須藤昭二

〔山形大学農学部〕

はじめに

山形県鶴岡市大字大山の柴田豊太郎氏は過去10数年に

わたって雪とスギ林について綿密な

観察を行ない，その努力の所産とし

て柴田氏独特の技術である整樹法が

考案された。

整樹法については，柴田氏は本誌 尖摺より切

No.285(1965)に発表されたが，こ

れまで約5万本のスギに実行し，よ

うやくその成果が見られるようにな屈曲部は基部
より切除

ってきた。

本報は当時山形大学の学生であっ

た二木功君（栃木県技師）その他，

造林学研究室の学生諸君の協力を得

て，柴田豊太郎氏が実施したスギ林

の整樹法について検討を加えたもの

である。なお調査に際し便宜をあた被害の大きい樹に」

えて下さった柴田豊太郎氏と山形県縫諜識講
技師．斎藤裕氏ならびにサンプリン切除する

グに協力された山形大学腱学部・北

村昌美博士に心から厚くお礼を申し

上げる。

錘形状であるべきはずであるが，多雪地帯のスギの樹形

はほとんど不良になり，スギの特性である通直な幹の成

長に大きな支障をあたえるのでないかとの考えから，柴

田氏は従来の正規の枝打ちからかなりはなれた枝打ちを

試ふたのである。

柴田氏が現在実行している整樹法は雪のため，あるい

は立地が悪いため上長成長が著しく抑制されたものにつ

いて枝を途中から切断し，クローネを円錘形状に整える

方法を考案したのである。しかし柴田氏の技術は一度に

ここまで到達したものではない。最初は根曲がり付近か

ら出ている側枝が異常に成長していることを知り，しか

もその側枝のために幹軸の成長が抑制されているのでな

いかと考えた。柴田氏は異常に伸びた側枝をバカ枝と呼

第三図整樹法

2．冠瀦被害型

切除伎の韮部より
新生枝が発生し、
約1ヵ月位後に上
長生長を姑める

葉色が黄褐色から
緑色に変り若果現
象が観察されなく
なって後上長生長
を始める

1．整樹について

多雪地帯のスギ林木は例外なく根

曲がりをおこすが，幼齢時代に倒伏屈曲部は基部より
し曲げられた林木はその屈曲部付近切除する

の側枝が異常に太く成長する。特に

谷側の側枝が著しい。そのため樹形

が著しく不盤になり，上長成長が緩

慢となってクローネはパラボロイド

型になる。スギのクローネは本来円 整樹法図(No.285柴田蝦太郎箸「スギの整樹」から引用）
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んでいるが，このバカ枝を切除したものから雛樹する方

法が始まったのである。

柴田氏はこれ毒で約5万本のスギについて実行してい

るが，成長旺盛なものには植付後2～3年目から始め，

成長の良くないものには5～6年後から始めている。整

樹する時期は6月の梅雨期に行なうが，個体によっては

9月頃に手直し程度の刈り込承を行なう場合もあるとい

う。ただしこれを強度に行なった場合は幹芽が出るの

で，これを出さないように蕊樹しなければならない。下

枝の打ちかたの程度はカンでやっているが，クローネ全

体を見て打っており普通の枝打ちと大差ない。

凸

《
）

2．調査地の概況と調査方法

調査地は山形県鶴岡市大字田川字西山の柴田豊太郎氏

所有のスギ林で，面積は約1haである。海抜高は約250

m，種雪量は大体2m以上になるという。調査林分は

1955年に植栽され，植栽後6年目から毎年6月と9月に

整繊を実行した林分約0.5haと，それに隣接する無手入

れ林分約0.5haを対象として両林分を比較した。測定時

の林齢は10年生である。

表1各プロット内の土地的因子と標本数

図1根曲がり部分の測定箇所

と最大矢高(H)を測定した。湾曲度合は，中央矢高／

弦長で表わし，根曲がり率は，根曲がり高／樹高×100

とした。根曲がり材積を求めるのに立木の妹側の接地線

より10cmの高さに位置する断面(D｡)と幹が立直った

ところのl斯而(D")の区間を4等分した各断面Do,D%,

D",D%,D"の傾斜方向の直径とそれに直交する方向

の直径を測定した。

1

雲犀万傾斜篇|患爾壷土"蕊
O cn1cxnCn］ 本

E309.017.063.0BD(d)24γ1

E326.517.045.0BD(d)2372

N305.015.055．0BD(d)27γ3

E224.018.010.0BD(d)2174

C,NE280．720.040.0BD27

C2N225．518．024.0BD23

C3N203．533．030.0BD18

C4E313．510．035.OBD23

3．結果と考察

整樹林分（γ林分）と無手入れ林分(C林分）におけ

るプロットごとの成長量および根曲がり部分の測定箇所

の平均値は表2に示す通りである。整樹法の効果につい

て検討するため，成長量と根曲がりについて分散分析

(有意水準5％）を行なったが樹高・胸高直径にはプロ

ット間の差が表われ，整樹法による差は認められなかっ

た。根曲がりについては根曲がり高，弦長および根曲が

り率（逆正弦変換）で有意差が認められ整樹法を実施し

表2成長量と根曲がり部分測定箇所の平均値

《
』

調査法は蕊樹林分(了林分）と無手入れ林分(C林分）

の境界に原点を設け，これよりγ・C両林分の等高線に

沿って20mごとに半径5mの円形プロットをおのおの4

個づつ鮫け，円形プロット内にはいった林木を標本とし

た。各プロット内の土地的因子と立木本数は表1であ

る。標本木については樹高・胸高直径を測定したが，根

曲がりは曲がり部分の規定がむずかしいためここでは羽

田氏(2)の根曲がり材積推定式で根曲がり材積を求めた。

測定簡所は図1に示される。すなわち峰側の接地線から

立木が曲がりより立直った点までの垂直高を根曲がり高

（‘）とした。また立木の峰側の接地線と幹が立直った

点とを結んだ直線，弦(S)および弦の中央矢高(h)

瀞根曲が
重り材稜
%cm3
151，700‘

151，100

121，300

14800

225，100

241，700

182，200

172,100

‐.-－三一

浦曲
がり
率

根曲
がり
高蕊 ｜
’

弦長|鶏
湾曲
度合

胸高
直径

棚高

cm

13.6

14.5

15.4

6.4

25.2

14.8

14.3

16．7

ｍ
５
４
４
４
０
６
６
６

ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
１
Ｑ
Ｏ
Ｏ

m

0．76

0．69

0．70

0．52

1．30

0．.83

0.87

0．93

ｍ
３
７
２
７
６
７
４
３

今
◆
●
Ｂ
●
●
●
●

３
２
３
２
４
２
３
３

ｍ
９
９
３
８
５
９
８
９

ｃ
。
。
。
。
ｐ
、
。
。

４
３
４
３
６
３
４
４

0.18

0.20

0.21

0.12

0.19

0.17

0.16

0.18

｛

１
２
３
４

泊
池
油
拘
Ｃ
Ｃ
Ｃ
Ｃ
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た林分はこれらの値が小さくなる結果となった。しかし

最大矢高，湾曲度合(対数変換），根曲がり材積に関して

ば整樹法の効果が認められなかった（分散分析表は省略

する)。

柴田氏は盤樹法を施行した場合，せき悪地に植栽され

たスギもかなりの成繍が期待されるといわれているが，

事実筆者も現地を見たが成長が良いように感じた。しか

し本調査区では盤樹林分の土壌条件の無手入れ林分のそ

れよりも劣っているため(表1)，上長成長，肥大成長と

も良くないという考えかたと，蚕た原則的にはウシペイ

前の林木の枝葉を大趣に切除することは当然堂的成長を

抑制すること．になるという考えかたもできるので，この

時点で成長の良否と整樹法について明確な答えを出すと

ころまでには到達していない。しかし根曲がりを軽減さ

せうることの可能性は十分である施業法といえよう。こ

れまでスギ幼齢木の雪害防除法としてクローネをなるべ

く小さくするか，あるいは疎にする必要があるといわれ

ているが，柴田氏は自分の経験から樹形を円錐形状に雛

える方法を考案したことは独創的な施業法であり，多雪

地帯の撫育として注目すべきものである。

次に調査地外の柴田氏の山で感じた点を紹介するが，

同じ斜而でも薙樹法を実施した場合，下草に変化をおこ

すことである。これはスギの植栽後6年目で整樹法を実

施したが，実施前は大部分がススキであった。これが実

施後2年目頃からススキが衰え始め，5年目頃からイタ

ドリに変わり，しかも毎年整樹法で妓葉が落されるため

か，10年目頃から林分の閉鎖とあいともなってシャクが

（13ページから続く）

ので，森林の現況は普通林とあまり差異がなL､ものが多

い。制限を弱くした理由が，その程度の制限で十分効果

をあげうるというのであれば良いが，現実には効果が判

定しがたいこと，したがって補償歩るよりは，制限密§

くせざるを得ないというのではないだろうか。

従来治山効果については，半世紀にわたって，水源か

ん養，土砂流出の防備などいろいろ論ぜられてきたが，

いずれも数カ所で行なった試験の結果であって，これを

一般に適用しようとすれば，あまりにも推定因子が多

く，信頼性に乏しいものであることは明白であ､り，現在

では同一尺度で効果を計算し，施工順位を定める程度に

とどまっているようである。元来流域の流量変化，土砂

流出並などは，その流域での降雨特性，地形，地質，森

林の状況によって異なるものでああ。

発生するようになってきている。当然土壌に大きな変化

をあたえているわけだが，このことも非常に興味ある現

象といえよう。

スギ造林木の根曲がり軽減の方法として北陸地方では

階段造林を行なっているが，柴田氏が老案した整鮒法ば

林分が閉鎖するまで毎年実行するので，そのための人件

識もまた大きい。この点，投資と利益のバランスの問題

もあるが，それは今回の報告の限りではない。

おわりに

スギ造林木の根曲がり軽減および防除については従来

雪起こし作業とか階段造林を行なってかなりの成果をあ

げているが，柴田豊太郎氏は毎年雪害を受けたスギ林を

長年にわたって自分なりに観察し，柴田氏独特の篭樹法

を老案したのである。従来，枝を途中から切断すること

は林木の生理機能を低下させ，材の品質をわるくすると

さえいわれていた。整樹法とは大胆にもクローネの整形

を行なって根曲がりの軽減をはかることであって，生理

学的にも非常に興味ある方法といえる。

文献

1）柴田豊太郎：スギの整樹一東北蕊日本談雪地方における育林

技術に関する一考察一林業技術No.285,1965

2）羽田溝五郎：利用紘溌iこ関する研究(5)根曲がり材職について

日林誌vol.42,No.4,1960

3）片岡健次郎：杉造林木の根曲がりについて蒼林

vol.10,No.6,1959

したがって今後は，各営林局，都道府県自体が，林野

率の大きい流域ごとに，同一方法で毎年または5年ごと

の定期定点観測を実施して，流量，土砂流出鯉の変化な

どを調査し，伐採規制，治山事業施行上の基準としては

どうか。従来の保安林規制は，このような流域別の経常

調査が不足していたため，明確な行政指導をなしえなか

ったように思われる。流量測定は，定点でのテレメータ

ーによる自記が可能であろうし，土砂流出姓調査は，定

点での断面測定か濁度観測を行なえば良いが，できれば

音波，光電管を用いて自記できるよう開発する必要があ

る。

以上水源かん養林の経営について，都水源林を例に説

明したのであるが）皆様の参考になる部分があれば幸い

である。
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◎林業経営動向調査結果報告昭和42年度

林野庁経済課昭43.3A5版153頁

林業経営は，地域的条件により，また経営山林規模に

より，また個々の経営体の性格によりその態様もかなり

異なっていろ。

林野庁では，これらの動向を毎年調査しているが，本

報告書は42年度における大規模林家と会社形態をとって

いる「企業的林業経営」の動向と，小規模林家の林業の

状態「艇家林業経済」の動向とを調査とりまとめたもの

で，できるだけ正しく理解できるよう配慮されている。

内容を目次からゑてゑると

第1部企業的林業経営動向調査の集計結果

1．企業的林業経営動向調査のしかた

2．企業的林業経営動向調査結果の集計について

（1）集計にもちいた階層区分

（2）統計表

第2部農家林業経済調査の集計結果

1幾家林業経済調査のしかた

2．統計表

（配付先都道府県林務部課各営林局）

◎アイソトープ利用研究成績年報（42年度）

膿林省林業試験場B5版105頁

国立林業試隊錫ではアイソトープを利用しての研究を

行なってきているが，本書は，その42年度の研究成果の

とりまとめたものである。

内容は

○燐酸の形態別表層施肥効果について

○スギ，アカマツ苗木の生育後期に吸収した32Pの

ゆくえ

○樹幹へ注入した32Pの分布

○マツおよびスギ苗に話ける』4C-7-BHCの吸収移

動

○トリチウム標繊シクロヘキシミドの調製およびカ

ラマツ苗にたいする樹幹塗布

，○重合開始剤添加による併用法：主としてConves-

sionに及ぼす(木質材料の放射線処理に関する研究）

○一楢内におけるWPCの製造（同上）

○種六のモノマーの重合挙動（同上）

寺マ守~や◆●亭心の冬牟毎▲今÷晶一少少一▲も今．今今▲必。や◆幸46今⑨争今今●

○重合過程に請ける木材徴細織造の変化

○プラモウッド(WPC)の開発（同上）

○中性子水分計・γ線密度計による流域保水容量の

推定と惨透水の移動に関する研究

◎関東林木育種場年報（1966）

腱林省関東林木育種場B5版276頁

関東林木育種場の年報は，ここ39,40年度の2カ年分

が欠号となっていたので，本譜は，3年ぶりに発行され

たものである。したがって内容は，この間の資料を掲戦

するとともに，当育種場が発足してちょうど10年目とな

るので，過去10カ年間の事業推移の総覧的意味もふくめ

て，その擬料も集録されている。

具体的内容を目次からゑると

I調査，擬料，報告I調査，擬料，報告

1．スギ精英樹クローンの特性に関する調査…･“4

項目

2．マツ精英樹クローンの特性に関する調査･･････5

項目

3．マツに関する調査，研究……7項目

4．採穂園の造成管理法

5．採種園の造成管理法･･…･5項目

6．スギ梢英樹のさしき試験

7．ヒノキの開花結実促進試験

8．マツの交雑育種･･･…5項目

9”スギの交雑育種･･･…2項目

10.次代検定林

11導入育種

12．育翻寸料集植所ならびに樹木園の生長調査･…．．

8項目

13.関東林木育種場近辺における樹木加害の蛾類に

ついて

Ⅱ、気象（1958～1967j10年間統計）

Ⅲ事業概要

1．育種事業実行鰹（昭38～41）

2．苗木払出一覧表（昭35～42）

3．スギ耐寒性個体の選抜，育成

Ⅳ．付（年報総目次）

(配付先都道府県林務部課，同林業試験研究機関，

同林木育種場，国立林業試験場，各営林局）
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蕊調)舞紬5錫
総数65．286．3132

国有林13．922．6163

民有林51．363．7124

（注＝パーセン1,は現行に対する

本案の百分比，単位は千km)

㈲保安施設保安林の指定またば

解除については，現行計画を踏襲す

ることとし，保安林整備臨時措置法

に基づく保安林繋傭計画にしたがっ

て行なうこととする。指定を相当と

する面積は181万ha,解除を相当と

する面積は9万haとする。

保安林盤備計画の全体の指定計画

は274万h識で，このうち昭和39年度

から42年度までに指定されたものが

93万haあり，残鐙の181万haを指定

することとした。また解除計画ば全

体で15万ha,このうち6万haが42

年度までに解除されたので，残戯の

9万haを解除することとした。以

上により保安林全面積は666万haと

なる。

保安施設事業は，治山治水緊急措

置法に基づく，治山5カ年計画をも

ととし，最近の災害等の状況を勘案

して行なうこととし，その数通は，

山地治山39万ha,防災林造成6万ha,

保安林整備35万ha,地すべり防止3

万haとする。

現行変更案本案
（10カ年（15カ年
計･画）計画）現行

総国有林職撫』諦
民有林43506138141

数計59468526143

"篝{零,簔蕊篶
灘儲;蓑蕊篶《雀

｛:夢:菱蕊篭林計

天国有林7631166153
然更民有林14502008138

新計22133174143

△日本北洋材協議会設立へ

全国北洋材協組連合会（上野金太

郎理事長）は5月29日第12回通常総

会後，北洋材需給のあり方について

討議の結果「日本I上洋材協議会｣(仮

称）を設立する方針をきめ来年度の

輸入契約前の今秋までに同協議会を

設立することもき･めた。この協議会

は現在ある南洋材，米材協議会とほ

ぼ同じ組織とし，日本北洋材協議会

を本部とし，参加業者は北洋材l輸入

協会（商社)，全北連(原木関係，製

材関係)，パルプ材(メーカー）など

ソ連材を取り扱う商社,原木問屋,製

材，パルプ材の各業者を全国的に総

成員とするもので，狙いとしては，

北洋材は輸入契約先（ソ連）が一本

なのに，国内態勢は需要者，供給者

（商社）ともに数も多く，加えて利

害相反し，そのため年々ソ連側につ

け入られている不利を生じているた

め，話し合いの場を持ってソ連材の

国内需給と価格を調整しようという

ものである。

これを現行の全国森林計画と年平

均量において対比すると，変更計画

においては国有林についてはほぼ現

状のまま推移するが，民有林につい

ては，年間期待伐採量の上昇が見込

まれるので伐採量は現行に比して増

加する。

蕊淵)蕊藩5影
総数7951,235155

国有林224335150

民有林571900158

（注＝パーセン1,は現行に対する

本案の百分比，数箪は100万m3)

（ｲ)造林人工造林，天然更新別の

造林面積は，裁本計画で定められた

人工造林推進の目標および進度（人

エ造林地を昭和60年度までに1,264

万ha,90年度までに1,342万haに拡

大する）に即し，人工造林を535万

ha(再造林を174万ha,拡大造林を

361万ha),天然更新を317万haとす

る。

これを現行の全国森林計画と年平

均量において対比すると,人工造林，

天然更新ともに若干減少している

が，内容としては民有林における再

造林は増加し国有林における再造林

および民有林における拡大造林は減

少している。（別表）

（ｳ)林道開設すべき林道の延長

は，基本計画で定められた林道整備

の目標および進度（18万3,000kmの

林道を昭和65年度までに整備する）

に即し，8万6,300kmとする。

これを現行の全国森林計画と対比

すると，国有林では63％の増，民有

林で24％の増，総数で32％の増とな

っている。

一

■
ｚ
■
Ｆ

I

一
△全国森林計画変更

政府は5月30日の閣議で，中央森

林審議会が22日の総会で承認，股相

に答申した全国森林計画を，西村農

相の報告通り了承した。この全国森

林計画は第58回国会で成立した森林

法一部改正法により従来の計画内容

が一部変更されたもので，その概要

は次の通り。

計画の概要

㈱立木の伐採伐採立木材職は，

基本計画で定められた年間期待伐採

量（昭和50年度8,200万Xn31昭和'90

年度1億3,300万m3)に即し,12億

3,500万rn3とする。

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｊ
1
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塗篭ま滝琴彰

林
業
・
林
学
の
社
会
に
住
ん
で
い
る
と
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
に
目
を
奪
わ
れ
、
と
か
く
他
の

樹
種
を
忘
れ
が
ち
で
あ
る
。
一
般
社
会
人
と
し
て
、
木
造
建
築
を
立
て
る
と
な
る
と
、
意
外

な
樹
木
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
ず
地
鎮
祭
に
竹
が
い
る
。
都
会
に
竹
簸
が
少
な

く
な
っ
た
と
い
っ
て
す
ま
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
る
。
家
の
土
台
に
は
耐
久
力
の

あ
る
ク
リ
が
よ
い
と
い
う
が
、
な
か
な
か
手
に
入
れ
に
く
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ヒ

ノ
キ
の
柱
は
結
構
な
も
の
だ
が
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
と
な
る
と
え
ら
く
値
が
は
り
、
並
の
も
の
で

も
輸
入
材
の
ベ
イ
ッ
ガ
の
倍
以
上
し
て
は
、
さ
し
て
重
要
で
な
い
所
は
ベ
ィ
ッ
ガ
で
間
に
合

わ
せ
ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
洋
間
の
羽
目
板
に
は
シ
オ
ジ
の
板
が
品
が
よ
く
、
ナ
ラ
や
プ
ー

ナ
の
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
は
つ
き
も
の
で
あ
る
。
同
じ
木
曽
産
で
も
コ
ウ
ヤ
マ
キ
が
関
西
方
面
の
４３

上
等
風
呂
桶
材
と
し
て
尾
州
も
の
（
ヒ
ノ
キ
）
以
上
の
値
段
と
な
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。
｜

家
が
で
き
上
が
れ
ば
庭
木
や
垣
根
に
適
す
る
樹
木
を
さ
が
す
こ
と
に
な
る
。
庭
木
に
は
尺
単

位
の
値
段
が
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

内
地
で
造
林
す
る
に
は
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
を
中
心
に
考
え
る
が
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
で
も
ク
リ
・

シ
オ
ジ
で
も
竹
籔
で
も
な
し
で
は
す
ま
さ
れ
な
い
。
大
量
生
産
と
副
生
産
と
は
い
つ
で
も
つ

い
て
ま
わ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
林
業
が
一
世
代
長
期
を
要
す
る
産
業
な
の
で
、
火
・
水
・
風
の
災
害
を
は
じ
め
病

虫
害
に
い
つ
会
う
と
も
知
れ
な
い
。
一
柵
種
一
辺
倒
は
き
わ
め
て
危
険
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
一
斉
造
林
を
無
理
お
し
す
為
こ
と
は
不
合
理
で
、
常
に
正
Ｉ
副
の
組
熟
合
わ

わ
せ
造
林
と
、
天
然
の
少
数
有
用
鮒
糎
の
保
存
・
更
新
を
念
頭
に
置
い
て
か
か
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
Ｋ
・
Ｈ
生
）

正

I

副
一

組

合
わ
せ
造
林

０
０
■
■
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第16回林業写真コンクール作品募集

主催日本林業技術協会・全国林業改良普及協会

後援農林省・林野庁（申請中）

l.主題

写真を通じて林業の発展ならびに普及に寄与するもの。

2．題材

森林の生態動植物林業における育苗・造林・保育・伐採・搬出・製炭・製材・木材工業。特殊林産。林
道森林被害山村の生活風俗など。

3．区分

第1部一枚写真黒白写真，四ツ切

第2部組写真黒白写真，キャビネ全紙，1組15枚以内。
第3部スライド黒白またはカラー，35－リ版，1組15～50コマ程度にまとめたもの。説明台本添付，テー

プ付も可.。

4．応募規定

応募資格応募作品は自作に限る。応募者は職業写真家でないこと。応募作品は未発表のもの。
応募点数制限しない。

記載事項(1)部門別(2)題名(3)撮影者(住所・氏名・年齢・職業）(4)内容説明(5)撮影場所(6)撮影年月日
(7)搬影データなど。

締切昭和44年2月末日（当日消印のものを含む）

送付先東京都千代田区六番町7<郵便番号102)日本林業技術協会第16回林業写真コンクール係。
作品の帰属第1部第2部の応募作品は返却しない。その印画の使用は主催者の自由とする。入選作品の版

権は主催者に属するものとし，必要に応じて，ネガの提出を求めることがある。
第3部作品は審査後返却する。主催者はこれを一般公開用スライドの原作として採用することが
ある。採用条件については応募者と協議の上決める。

5．審査員（順不同敬称略）

写真家島田識介腱林コンサルタントセンター社長八原昌元林野庁林政課長沢辺守
林野庁研究普及課長奈良英二日本写真家協会会員八木下弘全国林業改良普及協会専務理事
原忠平日本林業技術協会専務理事小田精

6．入選者の決定と発表

審査は昭和44年3月中旬に行なう。発表は日本林業技術協会発行の「林業御胴，全国林業改良普及協会発行
の「林業新知識」または「現代林業」誌上。作品の公開は随時同誌上で行ない適当な機会に展覧会を開く。

7 ．賞8．賞金

嶋篝議淺}……篇…※』繍繁篝』雑
一席林野庁長官賞3席10名2,000円
第1部3点佳作20名記念品

第2部1点第2部特選1名20,000円
第3部1点1席1名10,000円

二席主催者賞2席1名5,000円

第1部5点（日本林業技術協会賞）3席5名3,000円
第2部1点（全国林業改良普及協会賞）第3部特選1名30,000円

第3部1点（〃）1席1名15,000円

三席第1部10点2席1名10,000円
第2部5点3席5名5,000円

第3部5点

佳作第1部20点

〔注〕各部門とも入遡者には副賞を贈呈する。同一者が同一部門で2点以上入逃した場合，席位はつけるが，
賞金・賞品は高位の1点のみに贈呈する。
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三

三
＝昌

言 葺

日.林.協万能ピッケル（愛林杖)一特許申請中一喜
夛

呈 皇壱
三

本会では新宮営林署の平岡庄二氏の考案に基つく,万能ピｯｹﾙの製作,嘗
吾

販売を始めました。

これは，現場第一線で活躍される林業技術者必挑の愛林杖であります。言
三

現場で必要なセツ道具を収納し，手軽に，しかもスマートにステッキ代言
三

熊 撫識鴬i
言

②鋸通称玉鋼を使用

③すべり止め金具普通軌条鋼を使用

④鉈鎌炭素工具鋼を使用（通称日本特殊鋼製品’刃もの鋼言
皇

銀ツルNo.2号）

⑤鍬④に同じ（普通の山鍬は軌条鋼を使用している）

⑥刃カバーステンレスを使用（刃の断面は犬釘状であり，金属製亨
三

であっても刃こぼれを来さない。なお金属製刃カバー言

の表面朧牛皮ケースで覆い，皮の端末で柄を一周させ’ミ
ー

スナップで止めるようにしている。鍬のカバーは金属皇
言

カバーは内装させない。両具のカバーは別たにし，ス皇
三

ナップで連繋する）

定価5,000円（送料実費）大きさ長850mm"310mm重さ950g 身
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一 △昭和43年度第2回理事会（在京）
支部だより 協会のうごき

昭和43年7月23日(火)正午より本
一

一

第19回日本林業技術協会関西，四国△森林航測編集委員会会会議室において開催した。午後3
支部連合会および関西林学会の合同7月3日(水)本会会議室において時散会。
大会の開催 開 催。議題

日程10月'9日(土）出席者：中島，正木，西尾，依田，’）参与の委嘱について
9.00～9.30役員会日樋’服部の各委員と本会2)本会事業運営について
9.30～11.00総会 から小田，成松，渡辺，吉出席者（敬称略）会沢，伊藤，入

11.00～12.30特別講演 岡，八木沢，高橋交，浦井，遠藤，岡島，神足,.徳

「欧米の造園」 本，平田，山村，飯島，川名，蓑

京大岡崎文彬△第4回林業技術編集委員会輪，小田，成松，吉岡，土江

一

１
１

7月12日（金）

本会会議室にお

いて開催。

出席者：山内，

石上，中村，浅

川，畑野の各委

員と本会から小

田，小幡，八木

沢，信楽，高柵

13.30～17.00研究発表会

18.00～19.30懇親会

10月20日(日）

9．00～12.00研究発表会

会場識噸会の鍬伊予鉄会館，他は

すべて愛媛大学挫学部

昭和43年8月10日発行

林業技術第317号

編集発行人装輪満夫

印刷所大日本印刷株式会社
一一

一

発行所社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町七番地(郵便番号102）
冠艦(261)5281(代)～5
（擾将東京60‘148謡）
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’
林業技術者のための

空中写真簡易測量法

農林技官依田和夫箸

この本は林業技術者にすぐ役立つように

森林区画測量，崩壊地調査，林道索道等

空中写真の活用に関しそれぞれ具体的に

しかもごくわかりやすく書かれている。
一

体栽B5判特製本定価350円

（送料実費）

申込先千代田区六番町7

日本林業技術協会
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面積測定用

日林協点格子板

実用的な面積測定器具●フイルムベースで取扱い，持ち運びが簡単です。

(特長）プラニメーター法に比べて時間が％～始に短縮され，しかも精度は全然変わ
りません。

(性能）透明なフイルムベース（無伸縮）上に点を所要間隔で配列し格子線で区画さ
れています。

(使用法）図面の上に測定板をのせて図面のなかにおちた点を数えて係数を乗ずるだけ
で面積が求められます。

（種類と価格)s－Ⅱ型（点間隔2mm大きさ20cm×20cm)800円

S一Ⅲ型("2mm"12cm×8cm)270円

L－Ⅱ型("10mm"20cm×20cm)800円

M一［型("5mm"40cm×40cm)2,000円

M－Ⅱ型("5mm"20cm×20cm)800円

発売元社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7

電話(261)5281振替東京60448番
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測量が簡単にできる

澱空中写 吉云
ア

測量板

･テンプレート
『
、
へ

■ー‐■■一一一一

八 患

鋪拝
●

－→点格子（ドット）

1区画100点

（縮尺1/5000で
1点=0.01ha)

Ｔ
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１

57cm

第と一
3

～一

宣基準線
／'(写真基線と重ねる線）
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米固マッカラー社日本総代理店

米国オルソン、ライス社日本総代理店

瓜蕊牽而匡雪禮而云
カタログ遊里・跡名ご肥入下さL，

本社・小樽市稲甥2丁目I符1号電騒(4)1311(代）
支店・東京都中央区日本鵬通1丁目6帯地噸量(273)7841(大代）

桧桑所・小櫛市梅隠2丁目1番1号電贈(4)1311(代）
盛同市開通鵬通り3識1号第1ピル(電鱈(23)4271(代〉
郡山市大町1丁目14番4号癒賭(2)5416(代）

東京邦江東区東罷2丁g4f2号電胎(645)7131(代〉

大阪ih北区西卿|l1"18番地蕩臓ピﾙ東箆I蠕職昌(361)!引78(代）
福岡市赤坂1丁目15番地4号菊鴎ピル斌贈(75)5095(代）

始動労力は今までの半分，よ

り便利、より安全、より強力

な画期的チエンソー・マック

2-10Aをぜひご使用下さい。

ヨコ密ウ世界一軽い、どなたでもラク

"ど胆力塑屈＝『隼緬育停戦準章捌
：デ三野勿工といろいろにご利用できます
牡一言－－

一
日且』

因 ｡＆”副一一一一今■一●幸一‐■一

○デンロメー タド － （日林協測樹器）
価格22,500円（〒込）

途

ha当りの林分胸高断面菰測定

水平距離測定

形式

高サ125mnl

幅45mm

長サ106mm

概要

この測繊器は従来の林分胸高断面積測定方法の区画測

量、毎木調査を必要とせず、ただ単に林分内の数カ所で、

その周囲360･の立木をながめ、本器の特徴である。

プリズムにはまった立木を数え、その平均値に断而種定

数を掛けるだけで、その林分の1ha当りの胸高断面種合

計力計算されます。
機能

プリズムをのぞくだけで林分胸高断面種測定、水平距

離測定、樹高測定、傾斜角測定が簡単にできます。

磁石で方位角の測定もできます。

プリズムの種類

K=4壮齢林以上の人工林、天然林、水平距離測定、樹
高測定

K=2幼齢林、薪炭林､_樹高測定

（水平距離設定用標板付）

●
●
■
ｅ
Ｃ

用
Ｔ
》
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
ｖ

七
号

樹高測定

傾斜角測定

方位角測定

鋤
I

定
価
八
十
円
送
料
六
円

社団
法人 日本林業技術協会
（振替・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
魎話（261局）5281（代表）～5
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